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庁
舎
機
能
を
生
か
し
た
執
務
効
率
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
、
本
市

の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
と
し
て
市
民
に
愛
さ

れ
、
つ
な
が
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
機
能
を
生
か
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

01
　

民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の

検
討
領
域
を
さ
ら
に
広
げ
、
民
間
活
力
の

活
用
効
果
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
施
可

能
な
業
務
か
ら
順
次
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

民
間
委
託
等
の
検
討
・
推
進

02
　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障

関
連
費
の
増
大
や
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

を
見
据
え
、
使
用
料
・
手
数
料
等
を
見
直

し
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
の
見
直
し

03
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
検
討
・
推
進

行
革
っ
て
な
に
？

　
「
行
革
＝
行
財
政
改
革
」
と
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
と
そ
の
あ
り
方
を
再

点
検
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
住
民
福

祉
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
阿
南
市
を
め

ざ
す
た
め
に
大
切
な
取
組
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
？

　

本
市
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の
取
組

は
、
昭
和
57
年
に
「
阿
南
市
行
財
政
改
善

審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
平
成
９
年
に
、
最
初
の
「
阿
南
市

行
財
政
改
革
推
進
大
綱
」
を
策
定
し
、
以

降
、
５
年
お
き
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
具
体
的
な

取
組
目
標
等
を
定
め
た
実
施
計
画
も
策
定

し
、
切
れ
目
の
な
い
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

効
果
は
ど
れ
く
ら
い
出
て
い
る
の
？

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
で
は
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
等
に
よ
り
職
員
削
減
や
事
務
事

業
の
効
率
化
等
を
積
極
的
に
進
め
た
結

果
、
１
６
３
人
の
職
員
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
他
の
取
組
と
合
わ
せ
た
財

政
効
果
額
は
、
10
年
間
で
約
49
億
３
５
０

０
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
の
課
題
は
？

　

人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
役
割
を
適
切
に
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
確
固
と
し
た
経
営
資

源
（
財
源
と
人
員
）
等
の
確
保
が
不
可
欠

で
す
。
職
員
削
減
や
事
務
の
効
率
化
な
ど

で
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
改

革
は
、
今
後
も
同
様
の
効
果
を
期
待
し
続

け
る
の
は
難
し
く
、
行
政
の
効
率
化
を
い

か
に
進
め
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

平
成
29
年
度�

▼�

平
成
33
年
度

第５次阿南市行財政改革を推進

標
目

点
重

第
５
次
行
革
を
推
進

阿南市行財政改革懇話会から答申を受ける岩浅市長（２月９日）

▼ “ 阿南に住んでよかった”としあわせを実感できるまちをめざして ▲

経営的視点を取り入れた
行政運営への転換を図る
民間活力導入の検討や庁舎機能を生かした市民サービスの充
実など、新たな視点に立った行財政改革に取り組みます。
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人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
公
共
施
設

等
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
今

後
の
維
持
・
更
新
経
費
に
つ
い
て
、
市
民

負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
、

公
共
施
設
の
統
合
や
廃
止
、
長
寿
命
化
対

策
等
の
検
討
・
推
進
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
検
討
・
推
進

04
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
は
、
市
民
が
直

面
し
て
い
る
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
行
政

と
自
主
防
災
組
織
等
が
連
携
を
密
に
し
、

地
域
全
体
の
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
地
震
発

生
後
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
組
織
的
に
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

防
災
面
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

組
織
的
な
取
組
の
促
進

05

第５次阿南市行財政改革を推進

ど
ん
な
取
組
を
進
め
る
の
？

　

第
５
次
行
革
大
綱
で
は
、
阿
南
市
総
合

計
画
が
め
ざ
す
「〝
阿
南
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
〟
と
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
、
経
営
的
視

点
を
取
り
入
れ
た
行
政
運
営
へ
の
転
換
を

図
り
な
が
ら
、３
つ
の
取
組
課
題
を
掲
げ
、

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
上
図
の
11
項
目
に
関
連

付
け
た
80
の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
く
わ
し
く
は
、
実
施
計
画
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

さ
ら
に
、
行
政
課
題
に
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
改
革
の
視
点
と
し
て
「
民
間
委

託
等
の
検
討
・
推
進
」
な
ど
、
５
つ
の
重

点
目
標
（
下
段
参
照
）
を
掲
げ
、
こ
れ
ら

の
分
野
に
つ
い
て
は
、
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

取
組
の
評
価
・
公
表
は
？

　

庁
内
で
組
織
す
る
阿
南
市
行
財
政
改
革

推
進
本
部
に
お
い
て
、
実
施
施
策
ご
と
に

進
捗
状
況
の
把
握
・
内
部
評
価
を
行
い
、

そ
の
後
の
方
向
性
等
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
毎
年
、
見
識
者
等
で
組
織
す
る
阿
南

市
行
財
政
改
革
懇
話
会
や
市
議
会
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
並
び
に
行
財
政

改
革
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
政
策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

問
い
合
わ
せ
は

広域行政の推進

防災・減災への組織的な取組の推進

人材育成の推進

効率的な組織・機構の構築

公共施設等マネジメントの推進

定員管理の適正化

事務・事業の見直し

財政の健全化

民間活力の活用

市民参画の推進と公正・透明な市政の推進

ＩＣＴの活用と市民サービスの向上

80
　
施
　
策
　（
う
ち
新
規
50
）

〝
阿
南
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
〟
と
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現

経
営
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
行
政
運
営
へ
の
転
換

市民の視点に立った
行政経営

効率的な行財政運営の
推進

人材の育成と組織力の
向上

基本目標
実施項目 実施施策

基本理念

【体系図】

基本方針
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お
く
り
も
の

津
乃
峰
小
学
校
へ

●
テ
ン
ト
２
張

津
乃
峰
町　

吉
田
歯
科
医
院
様

か
ら
学
校
環
境
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
夏
季
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間　
４
月
11
日
㈫
～
５
月

２
日
㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
、
日
曜
日
等
、
閉

庁
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
と

瀬
戸
内
少
年
野
球
団 

～

　

今
春
か
ら
新
野
町
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ
日
本

初
の
取
組
で
あ
る
「
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
」
が
始
ま

り
ま
す
。
４
月
８
日
に
は
飯
泉

知
事
も
出
席
さ
れ
、
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
に
よ

り
、
平
時
は
歩
き
遍
路
の
方
々

が
、
新
野
町
に
お
い
て
個
人
の

家
や
施
設
（
行
政
の
許
可
を
得

た
も
の
に
限
り
ま
す
）
で
の
民

泊
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ

新
野
町
か
と
言
い
ま
す
と
、
四

国
霊
場
第
21
番
札
所
太
龍
寺
か

ら
第
23
番
札
所
薬
王
寺
ま
で
の

間
に
は
宿
泊
施
設
が
少
な
い
た

め
、
そ
の
方
々
の
宿
泊
施
設
と

し
て
設
け
ま
す
。
ま
た
、
津
波

の
心
配
が
な
い
新
野
町
は
、
食

品
工
場
や
生
活
協
同
組
合
の
物

流
拠
点
が
集
ま
っ
て
い
て
、
食

料
の
心
配
も
少
な
い
た
め
、
最

適
地
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
四
国
八
十
八
箇
所
の
う
ち
、
歩
き
遍
路
の
距

離
は
約
１
２
０
０
～
１
４
０
０
キ
ロ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
土
の
道
は
約
１
０
０
キ
ロ

（
他
は
国
道
や
県
道
な
ど
の
舗
装
さ
れ
た
道
）。
そ

の
う
ち
約
10
キ
ロ
が
加
茂
谷
を
中
心
と
し
た
阿
南

市
内
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
外
国
人
も
含

め
歩
き
遍
路
の
方
々
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
確

実
に
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
民
泊
が
、
い
っ
た
ん
災
害
が
発
生
す
る
と
避

難
者
に
安
心
し
て
生
活
し
て
も

ら
う
避
難
所
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
、
シ
ー
ム
レ
ス
（
つ
な
ぎ

目
の
な
い
）
民
泊
の
構
想
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
写
真
は
、
１
９

８
４
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
」（
原

作
：
阿
久　

悠
さ
ん
）
の
ロ
ケ

が
当
時
の
新
野
小
・
中
学
校
で

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

時
、
新
野
駅
か
ら
ロ
ケ
地
ま
で

長
蛇
の
列
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

阿
南
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

は
幾
多
の
歴
史
の
蓄
積
が
あ
り

ま
す
。
夏
目
雅
子
さ
ん
や
岩
下

志
麻
さ
ん
、
郷　

ひ
ろ
み
さ
ん

が
中
央
に
写
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
歴
史
を
後
世
に
残
す
た
め
に

も
、
市
内
有
志
か
ら
要
望
を
受
け
、
瀬
戸
内
少
年

野
球
団
ロ
ケ
地
記
念
碑
を
建
立
し
、
市
民
の
誇
り

に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
９
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定　

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月

30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
詳

細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を

経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ
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住
宅
の
耐
震
化
支
援

住
み
替
え
支
援
事
業

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
耐
震

診
断
を
受
け
、評
点
が
０
・７
未
満

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
建
て
替
え

ま
た
は
他
所
へ
住
み
替
え
る
た
め

に
住
宅
の
全
て
を
除
却
す
る
工
事

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
２
（
上
限
30
万
円
）

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
5
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈪
か
ら

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
１
日

㈪
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
１
仮
庁
舎
２

階　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税

の
納
税
者
ま
た
は
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る

公
的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険

証
等
）
と
印
鑑
。
代
理
人
の
場

合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
公
的
証
明
書
と
委
任
状

が
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は

無
料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自

身
が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い

る
資
産
の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に

つ
い
て
も
、
縦
覧
期
間
中
は
手

数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定

資
産
税
係（
☎
22

－

１
１
１
４
）

へ平
成
29
年
度
固
定
資
産
評
価 

証
明
書
等
の
発
行
時
期

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

４
月
３
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

４
月
５
日
㈬
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務

係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

美しいあなんを求めて 連載㉛〜下水道〜

公共下水道供用開始区域が４月１日から広がります
公共下水道を使用できる区域（供用開始区
域）に該当する方は、お早めに下水道に接続
してください。接続工事は、必ず排水設備指
定工事店（市ホームページ掲載）に依頼して
ください。
一定期間内に下水道へ接続される方（新築を
除く）には、助成金制度を設けています。
また、平成29年度供用開始区域の土地につ
いて、受益者負担金の徴収猶予を受けられて
いる方は、未供用による猶予が取消しとなり、
８月から徴収開始となりますのでご確認くだ
さい。なお、平成28年８月以降、土地の売
買や相続等により受益者が変更になっている
場合は、下水道課までご連絡ください。

問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

凡　　例

道路	
ＪＲ軌道	
事業区域	
これまでの供用開始区域	
今回の供用開始区域	

富岡西郵便局◦

JR 阿南駅◦

◦文化会館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

平成25年３月に着工
した新庁舎建設工事
が、この度完成しまし
た。新庁舎のさまざま
な機能を知っていただ
くため、内覧会を開催
します。当日は、内覧
会のほか、記念祝賀アトラクションを予定しています。
なお、新庁舎でのすべての業務が開始となるのは、執務室
移転後の５月８日㈪からになります。（詳細は広報あなん
５月号に掲載します。）
日時　４月23日㈰　11:30（予定）～15:00
　　　（関係者のみの式典は10:00）
場所　阿南市役所　新庁舎（富岡町トノ町12番地３）
問い合わせは　庁舎建設課（☎22 −8285）へ

新庁舎内覧会のお知らせ

平成29年４月１日
から供用開始区域
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児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
当
該
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

支
給
対
象
者　
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
を
ひ
と
り
で
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
父
、
も
し
く

は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

手
当
月
額（
平
成
29
年
４
月
改
定
）

児
童
１
人
の
場
合
の
全
部
支
給
額

４
万
２
２
９
０
円

児
童
２
人
以
上
の
場
合
（
第
２
子

加
算
額
）
９
９
９
０
円
（
第
３
子

以
降
加
算
額
）
５
９
９
０
円

※
支
給
対
象
者
等
の
所
得
に
よ
り

手
当
月
額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
に
は　
認
定
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
添
付
書

類
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

通
勤
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止
を

　

４
月
は
進
学
と
就
職
の
季
節
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
車
、
自
転
車

お
よ
び
徒
歩
で
通
学
・
通
勤
す
る

人
も
増
え
て
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
行
者
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

昨
年
、
県
内
で
は
横
断
歩
行
者

妨
害
に
よ
る
人
身
事
故
の
発
生
が

２
１
５
件
、
死
者
５
人
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
警
察
で
は
横
断
歩
行

者
の
安
全
確
保
に
重
点
を
お
い
た

取
締
り
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
が
優

先
」
で
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
横
断
歩
道
を
横
断
し

ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行

者
が
い
る
と
き
に
は
、
横
断
歩
道

の
手
前
で
一
時
停
止
し
、
歩
行
者

の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

平
成
30
年
成
人
式
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　
成
人
式
の
企
画
・
運
営（
会

議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

191件（376）
0人（    0）
32人（  50）

救 急 件　数
搬送人員

294件（661）
278人（634）

火 災 件　数
損害額

1件（    1）
0千円（0千円）

●阿南署管内平成29年２月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

有害鳥獣捕獲のご理解ご協力について

本市では、農作物の有害鳥獣被害防止のため、
銃器や檻等による有害鳥獣捕獲作業を実施して
います。
市民の皆さまの安全確保を第一に作業を実施し
ていますので、ご理解ご協力をよろしくお願い
します。
捕獲区域　阿南市全域
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

バヌアツでの私の任期が終わりに近づいてきました。約１年滞在し、良いなと思うのと同時に大変そうだ
と感じたこと、それはバヌアツの家族関係です。バヌアツでは、家族や同じ島出身の人のつながりはとて
も強いものがあります。仕事を見つけてあげたり、住居や食事を分け合ったり。家族皆で子育てをするため、
父や母は仕事を続けることができ、再び学校で学び始めることもめずらしくありません。一方で結婚や人
の死など、一人の家族に起こったことは家族皆のイベントになります。それらの式典は盛大に行われ、た
とえ遠い親戚であっても、仕事やその他の予定は関係なく、家族と共に過ごします。また、嫁いだ人は義
父母の目の前を歩いたり、名前を呼んだりしてはならないなど、さまざまなしきたりがあります。現代の

日本の家族形態を見ているからこそ、良いなあ、大変だなあ、と思うのでしょ
うか。日本も一昔前はバヌアツと似たところがあったのだと思います。どち
らが良いとは一概に言えませんが、一人ひとりが幸せだと感じながら毎日を
過ごせると、私はうれしく感じます。写真は、私の同僚の家族です。「李里
紗ももう家族だ」と言われた時は、本当にうれしく感じました。
さて、４月からは阿南市役所へ復職予定です。皆さま、どうぞよろしくお願
いいたします。

渡邊李里紗さん～バヌアツの家族～

青年海外協力隊員からの手紙 Vol.6

同僚の家族
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平成29年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

第１回 ５月13日㈯
15:00～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 牟岐町長　福井雅彦さん

第２回 ６月11日㈰
15:00～ 歴史 ひまわり会館

ふれあいホール 歴　史 宮本歯科クリニック院長
宮本雅司さん

第３回 ７月９日㈰
15:00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 10月上旬 現地研修 未定 未定

第５回 12月２日㈯
10:00～、14:00～ 調理 ひまわり会館

グルメルーム 健康食 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第６回 12月10日㈰
9:00～

人権フェスティ
バル参加

文化会館
夢ホール 未　定 未　定

第７回 平成30年1月20日㈯
10:00～ 歴史 日開野地区

（王子神社ほか） 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん
　　　　　　阿部直樹さん

第８回 1月27日㈯
13:30～

生涯学習推進大
会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 ２月18日㈰
15:00～

健康
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 未　定 未　定

南阿波定住自立圏共生ビジョン取組事業が始まります
平成24年度から始まった阿南・那賀・美波定住自立圏の取組が、新たに牟岐町・海陽町を加えた

「南阿波定住自立圏」として、４月から実施対象となる圏域が１市４町に拡大されます。

◎上記以外で４月から適用される主な取組
・図書館、スポーツ施設、子育て支援センターの施設相互利用等
・火葬場使用料軽減事業 （市外住民の料金割増部分の軽減）
・女性支援パートナーシップ事業（阿南市配偶者暴力相談支援センター、生き方なんでも相談事業の圏域住民の利用）

日時　４月22日㈯　11:00～、23日㈰　9:00～
場所　ＪＡアグリあなんスタジアム、羽ノ浦グラウンド、福井グラウン

ド、新野グラウンド、中浦緑地グラウンド、日和佐グラウンド（美
波町）、豊饒の杜グラウンド（那賀町）、蛇王球場（海陽町）

参加チーム　阿南還球会、阿南名球クラブ、徳島クラブ、橘シニア、阿南つどいクラブ、宝田体協シニ
ア、見能林オールスター、桑野クラブ、加茂谷体協シニアほか全 30 チーム

※くわしい日程等はお問い合わせください。
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

第10回記念　西日本生涯還暦野球大会を開催

講座日時等　別表の予定（未定は現在調整中）
募集定員　130人まで（定員以上の場合は抽選を行い、開講通知の案内を

もって当選案内とさせていただきます）
受講資格　学習意欲のある人
受講料　年間1,500円（料理教室、現地研修などは実費負担があります）
受講場所　ひまわり会館ほか
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入のうえ、４月20日㈭まで

に〒774-8501富岡町トノ町12番地３生涯学習課へお申し込みください。なお、電話での受
付はいたしません。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

第41回（平成29年度）成人大学受講生募集
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平
成
29
年
度
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

対
象　
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に

浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き
る

方
（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ
れ

て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法
第

４
条
第
１
項
の
事
業
計
画
に
定
め

た
区
域
、
阿
南
市
伊
島
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事
業
区
域
、

阿
南
市
春
日
野
地
域
下
水
道
条
例

第
４
条
に
規
定
す
る
区
域
、
阿
南

市
パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ
た
か
野
団
地
生

活
排
水
処
理
施
設
条
例
第
４
条
に

規
定
す
る
区
域
、
阿
南
市
西
春
日

野
生
活
排
水
処
理
施
設
条
例
第
４

条
に
規
定
す
る
区
域
お
よ
び
阿
南

市
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
処
理

区
域
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
対
象

区
域
は
、
環
境
保
全
課
で
確
認
で

き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
28
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
11
月

30
日
㈭
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
浄

化
槽
設
置
に
関
す
る
計
画
書
の

写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
ま
た
は
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

平
成
29
年
度
阿
南
市
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

支
援
事
業
補
助
金
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

阿
南
市
内
に
お
い
て
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
11
月

30
日
㈭

※
郵
送
に
よ
る
応
募
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
14
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
１

階　

産
業
開
発
室

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３

－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

　
20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
難
し
い
場
合
は
学
生
納
付

特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
、

来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
、
ご
本

人
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一
度

承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、
在

学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

水道メーターの交換
交換予定地区　羽ノ浦地区、那賀川地区、
中林地区、横見地区、富岡東地区、桑野地区、
山口地区、新野地区、福井地区、椿地区、
椿泊地区、橘地区
交換予定期間　５月～平成30年３月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は、市民の皆さまからの水道使用料金
で運営しています。

節水にご協力ください　　　
水は、日常生活に欠かすことのできない限りあ
る資源です。

営業時間について　　　
水道の開閉栓等の受付時間は、平日8:30～
17:15（土、日、祝日および12月29日～１月
３日を除く）となっています。

問い合わせは　水道課（☎22−0587）へ

水道部からのお知らせ
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人
権
教
育
・
啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
に
係
る
調
査
及
び

研
究
に
関
す
る
活
動
費
補
助
金

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

申
請
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月

１
日
㈪

　

補
助
金
の
交
付
対
象
、
申
請
方

法
、
補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
１
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
４
月
18
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚

室演
題　
「
子
ど
も
に
学
ぶ
人
権
尊

重
～
あ
な
た
が
大
事
、
わ
た
し
も

大
事
～
」

講
師　
阿
南
市
青
少
年
健
全
育
成

セ
ン
タ
ー　

副
所
長　

牧　

逸
馬

さ
ん

※
手
話
通
訳
あ
り

※
託
児
あ
り
（
10
カ
月
か
ら
８
歳

ま
で
。
４
月
10
日
㈪
ま
で
に
要
申

込
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室
（
前
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
か
ら
。

お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す
た
め

に
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
９
日
㈫
、23
日
㈫
、

６
月
６
日
㈫
、
23
日
㈮
、
７
月
４

日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
は
が
き
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
４
月
17
日
㈪
～
27
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

皆さまの声をお聞かせください
パブリックコメント（意見公募）を実施

阿南市中小企業振興基本条例 阿南市環境保全率先行動計画
（区域施策編）

内　　　容

阿南市の中小企業の振興、発展を目的として、
中小企業の持続的な発展を図っていくため、社
会全体で支援できるよう基本条例の策定を行い
ます。

阿南市において、地球温暖化対策として、市全
域の自然的社会的条件に応じた、温室効果ガス
の排出抑制等に向けた市民、事業者、市等の各
主体による取組の総合的かつ計画的な推進を図
ります。

募 集 期 間 ４月３日㈪～18日㈫ ４月３日～28日㈮

公 表 資 料 阿南市中小企業振興基本条例
（素案）解説

阿南市環境保全率先行動計画
（区域施策編）（素案）

公 表 場 所
市ホームページ、各支所、各住民センターおよび連絡所

商工観光労政課（本庁舎１階） 環境保全課（本庁舎２階）

意見を提出
で き る 方

・市内に在住、在勤または在学の方
・市内に事務所または事業所を有する方
・市に納税義務を有する方

提 出 方 法
公表場所に備え付けの記入用紙（任意の様式も可）にご意見、氏名、住所、電話番号等を記入の
うえ、担当課に提出してください。郵送または電子メールでも受け付けます。なお、電話や口頭
での受付はしませんのでご注意ください。

意見の公表 提出されたご意見は、その内容（個人情報は除く）を整理して公表します。ご意見に対しての個
別の回答はしませんので、その旨ご了承ください。

問い合わせ
先

商工観光労政課
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
☎22−3290
e-mail:shoukou@city.anan.tokushima.jp

環境保全課
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
☎22−3413
e-mail:kankyou@city.anan.tokushima.jp
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22 − 1297）へ

○四国アイランドリーグ plus
　12日㈬　18:00～　徳島対高知
　26日㈬　18:00～　徳島対香川

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

４月の日程

●教育長報告
①学力向上アクティブ・ワン・プロジェクト報告会に

ついて
②教職員人事異動関係について
③教育委員会各課の平成29年度予算の主要項目につ

いて
●平成28年度幼稚園・小学校・中学校卒業（修了）証

書授与式について
●阿南市立公民館条例の一部を改正する条例の施行期日

を定める規則について
●阿南市人権ふれあい子ども会運営審議会設置要綱につ

いて
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

２月定例会（２月23日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより ■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○天羽 汕景 書展　～９日㈰まで
○点描墨絵展　11日㈫～23日㈰
○ちりめん細工＆手作り小物展　25日㈫～５月７日㈰
■体験コーナー

○アロマハンドマッサージ
　15日㈯　13:00～15:00

【申込締切日】15日㈯
【参加費】500円　【定員】8人
【持参物】ハンドタオル

○あんどん作り
　22日㈯　13:00～15:00

【申込締切日】21日㈮
【参加費】3,000円　【定員】5人
【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ４月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

「加茂谷の素晴らしさ」はたくさんありすぎて挙げると切りがありません。ただ、加茂谷の人たち自身は、
加茂谷がどれほど素晴らしいかを知らないと感じます。私が毎日毎日感動する自然の美しさやすてきな
人々、歴史、風土。それらは地元の人にとっては「生まれた時からそこにあるもの」。当たり前に存在し
すぎていて、逆に気づかないのかもしれません。
そこで、昨年の秋から、私は「加茂谷の人に加茂谷の素晴らしさを知ってほしい」と季刊の新聞『加茂谷
ライフ』を発行しています。昨年４月の着任以来ブログなどインターネット上で数多く加茂谷の良さを発
信してきたのですが、高齢者が多い加茂谷ではやはりテレビや新聞といった媒体の情報伝達力の強さは圧
倒的だと痛感していました。編集にあたっては、加茂谷の行事や新しい移住者家族の紹介など「今のこと」
だけでなく、ここに何十年と生きてきた地元の高齢者の方々の貴重な情報や昔話などにも重点を置いてい
ます。実はお茶飲み話中に何気なく話してくれたことが、「聞いてビックリ」な歴史的・民俗学的に実に

興味深い情報だったりするのが加茂谷です。
おかげさまで新聞への反応は上々で、加茂谷の人たちから地域の良さを再
発見できたと言われるのが最高にうれしいです。『加茂谷ライフ』は市内
では市役所や各図書館に置いていただいていますが、「加茂谷元気なまち
づくり会」のホームページや「みんなの本棚徳島」（http://ourshelf.wook.
jp/）には電子版を載せています。どうか多くの皆さまに「加茂谷の素晴
らしさ」を伝えられますように。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

岩本	昌子さん
（加茂谷地区）

vol. ７

毎月第１日曜日は家庭人権学習の日です
同和問題をはじめ、あらゆる人権問題について、家庭や地域
で話し合う機会を設け、豊かな人権感覚を養い、一人ひとり
の人権が尊重されるまちづくりに努めましょう。
問い合わせは　
阿南市人権教育協議会事務局（☎22−3392）へ
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は
じ
め
に

  

「
現
代
っ
子
が
ヘ
ン
」「
現
代
っ
子
が
ど

う
も
お
か
し
い
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
本
当
で
し
ょ

う
か
。

　

も
し
、
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た
と
す

れ
ば
、
何
が
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

超
少
子
高
齢
化
時
代
の
中
で

　

現
代
が
「
少
子
高
齢
化
時
代
」
に
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か

徳
島
県
人
権
教
育
指
導
員

　

稲
村 

健
一 

さ
ん

を
正
し
く
知
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
代
っ
子
た
ち
は
、
紛
れ
も
な
く
こ
の

超
少
子
高
齢
化
社
会
の
真
っ
只
中
を
生
き
て

い
ま
す
。

　

徳
島
県
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
県
の
出
生
数

が
１
万
人
を
超
え
た
の
は
昭
和
58
年
ま
で
の

こ
と
。
こ
の
年
の
出
生
数
は
１
万
２
５
６
人
。

本
県
の
出
生
数
が
１
万
人
を
超
え
た
最
後
の

年
で
し
た
。
昭
和
58
年
以
降
も
出
生
数
が
減

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
例
え
ば
、
そ
の
25
年
後
の
平
成
20
年

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
出
生
数
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

　

平
成
20
年
の
出
生
数
は
５
９
０
１
人
。
６

０
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
。
実

に
４
割
強
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
直
近
の
平
成
27
年
で
は
５
６
２
２
人
）

　

わ
ず
か
４
半
世
紀
の
間
に
出
生
数
が
４
割

強
も
減
少
し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
異
常
ぶ

り
が
う
か
が
え
ま
す
。
１
０
０
年
で
４
割
減

で
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
る
の
で
、
戦

争
な
ど
の
非
常
時
を
除
け
ば
、
恐
ら
く
有
史

始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。〝
有
史
始
ま
っ
て
以
来
〟
な
ど
と

い
う
と
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
少
子
化
の
進
行
ぶ
り
は

そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

な
お
、
県
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
県
で
最

も
出
生
数
が
多
か
っ
た
昭
和
23
年
に
は
、

実
に
３
万
２
０
０
３
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
本
県
の
総
人

口
は
と
い
え
ば
85
万
４
８
１
１
人
。
平
成

20
年
の
総
人
口
79
万
９
１
８
９
人
と
比
べ

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ

ん
。
85
万
人
の
県
民
が
３
万
２
０
０
０
人

余
り
を
生
み
育
て
て
い
た
出
生
力
が
、
79

万
人
を
も
っ
て
し
て
も
６
０
０
０
人
弱
し

か
生
み
育
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
下
し
た
と

い
え
ば
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
。

家
で
は
「
王
子
様
」「
王
女
様
」
？

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
あ
っ
て
は
、

ど
の
家
庭
も
子
だ
く
さ
ん
で
、
家
の
中
で

は
兄
弟
姉
妹
た
ち
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い

ま
し
た
。
当
然
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
合
う
の
は
当
た
り
前
の
話
。
上
の

子
が
下
の
子
の
面
倒
を
見
る
良
さ
が
あ
っ

た
反
面
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
生
じ
る
軋あ

つ

轢れ
き

や
ス
ト
レ
ス
は
ハ
ン
パ
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
人
間
関
係
を
磨
き
合
う

力
や
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
が
お
の

ず
と
育
っ
た
時
代
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

か
た
や
、
少
子
化
の
極
み
と
も
い
わ
れ

る
現
代
。
切
磋
琢
磨
し
合
お
う
に
も
家
に

き
ょ
う
だ
い
は
な
く
、
地
域
に
も
昔
の
よ

う
に
組
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
し
て
遊
ぶ
幼
友
達

は
い
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
っ
て
は
ど
の
子

も
過
保
護
に
さ
れ
が
ち
で
、
い
わ
ば
「
王

子
様
」「
王
女
様
」
状
態
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
!?

子
ど
も
は
社
会
を
映
し
出
す
鏡

　

忍
耐
力
が
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
な
い
、
す
ぐ
キ
レ
る
な
ど
、
現
代

っ
子
批
判
に
余
念
の
な
い
大
人
た
ち
で
す

が
、「
現
代
っ
子
が
ヘ
ン
」
と
騒
ぐ
前
に
、

「
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た
の
か
」

「
何
が
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
か
」
を

ど
う
し
て
明
ら
か
に
し
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
い
つ
の
時
代
も
、
子
ど
も
た
ち
は
社

会
を
映
し
出
す
鏡
で
す
。
子
ど
も
が
勝
手

に
変
わ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
は
紛

れ
も
な
く
こ
の
社
会
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

大
人
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
わ
れ
わ
れ
大
人
が
正
し
く
子

ど
も
た
ち
を
導
く
使
命
と
責
任
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

超
少
子
化
の
中
を
生
き
る

現
代
っ
子
た
ち

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒅

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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課
題
で
あ
る
防
災
・
減
災
対
策
を
は
じ
め
、
子
育

て
支
援
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
豊
か
な
心
と
学

び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
農
林
水
産
業
の
振
興
お

よ
び
生
活
関
連
道
路
等
の
基
盤
整
備
な
ど
、
特
に

生
活
環
境
に
係
る
も
の
を
優
先
し
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
り
、
継
続
し
て
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る

ま
ち
、「
阿
南
市
」
を
築
い

て
い
く
た
め
、
行
財
政
全

般
に
わ
た
る
改
革
を
積
極

的
に
進
め
、
知
恵
と
工
夫

に
よ
り
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

平成29年度
一般会計
当初予算

阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成28年度および平成
29年度に係る財政事情を公表します。　平成29年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁　

337億6,000万円
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
に
２
回

（
４
・
10
月
）
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
が
３
３
７
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
８
・
２
％
の
減
、
特
別
会
計
の
合

計
が
前
年
度
比
１
・
１
％
増
の
２
０
０
億
７
５

８
１
万
円
、
水
道
事
業
会
計
は
収
益
的
支
出
で

１
・
５
％
減
の
14
億
９
５
１
９
万
９
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画

「
し
あ
わ
せ
阿
南
２
０
２
０
」
の
基
本
理
念
に

沿
う
と
と
も
に
「
阿
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
も
掲
げ
ら
れ
た
各
種
施

策
を
推
進
し
、
保
健
・
地
域
医
療
の
充
実
や
移

住
・
定
住
の
促
進
な
ど
長
期
的
な
視
野
で
の
施

策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
喫
緊
の

市税
128億
2,869万円

（38.0％）

市債
21億8,380万円

（6.5％）

地方交付税
39億円

（11.5％）

県支出金
23億4,793万円

（7.0％）

国庫支出金
44億466万円
　　　（13.0％）

繰入金 
45億4,397万円

（13.4％）その他
自主財源 
16億7,060万円（5.0％）

その他依存財源
18億8,035万円

（5.6％）

歳入
337億
6,000万円

自
主
財
源
　56・４
％

依
存
財
源
　43・６
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億2,100万円
利子割交付金 1,200万円
配当割交付金 8,700万円
株式等譲渡所得割交付金 4,900万円
地方消費税交付金 13億円
ゴルフ場利用税交付金 2,600万円
自動車取得税交付金 4,800万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円
地方特例交付金 2,700万円
交通安全対策特別交付金 950万円

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 3億8,990万円
使用料及び手数料 4億6,146万円
財産収入 1,060万円
寄附金 148万円
繰越金 1万円
諸収入 8億715万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

歳出
337億

6,000万円

人件費 73億7,543万円（21.9%） 議会費 3億367万円（0.9％） 
総務費 33億8,977万円（10.0％） 
民生費 99億9,207万円（29.6％） 
衛生費 54億2,454万円（16.1％） 
労働費 2,227万円（0.1％） 
農林水産業費 8億8,008万円（2.6％） 
商工費 3億1,256万円（0.9％） 
土木費 25億1,843万円（7.5％） 
消防費 12億5,888万円（3.7％） 
教育費 34億6,989万円（10.3％） 
災害復旧費 1,320万円（0.0％） 
公債費 32億1,346万円（9.5％） 
諸支出金 29億3,118万円（8.7％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

物件費 49億203万円（14.5％） 
維持補修費 3億2,010万円（0.9％） 
扶助費 60億4,289万円（17.9％） 
補助費等 27億9,381万円（8.3％） 
普通建設事業費
 58億1,039万円（17.2％） 
災害復旧費 1,320万円（0.0％） 
公債費 32億1,346万円（9.5％） 
積立金 3万円（0.0％） 
貸付金 5億9,150万円（1.8％） 
繰出金 26億6,716万円（7.9％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

　

目
的
別
歳
出 

１
０
０
％

性
質
別
歳
出 

１
０
０
％
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当初予算の主要事業

１．心地よく住みやすいまちをつくる

27億6,147万円

市街地の整備…立地適正化計画策定
道路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改良、

舗装、側溝整備、四国横断道整備促進、道の駅基
本構想策定

住宅の整備…< 仮称 > 春日野団地建設
下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備
防災・消防・防犯体制の整備…地区別津波避難計画

策定、工地地区津波避難場所整備実施設計、木造
住宅耐震改修促進事業、住まいの安全・安心リ
フォーム支援、危険廃屋等除却支援、空き家所有
者意向調査、防災公園整備（富岡東部地区）、消
防施設整備、緊急消防援助隊設備整備、大型高所
放水車オーバーホール、非常用備蓄品等整備、自
主防災組織育成

地域情報化の推進…電子自治体の構築、マイナン
バー制度関連整備、セキュリティクラウドの運用

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる

125億876万円

地域福祉の推進、保健・医療の充実…社会福祉事業
等活動費補助、自殺予防対策緊急強化、生活困窮
者自立支援、小児慢性特定疾患児日常生活用具給
付、地域医療確立対策補助金、阿南医療センター
整備補助、健康づくりセンター建設、葬斎場耐震
診断、休日・夜間在宅当番医制運営、定期予防接
種、妊婦一般健康診査、妊婦訪問、不妊治療費助
成、女性特有のがん検診等各種健康診査

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…敬
老会助成、高齢者住宅改造促進、児童手当給付、
放課後児童クラブ運営、公立保育所ガラス飛散防
止フィルム施工、寿保育所耐震改修、私立保育所
等施設整備補助、病児・病後児保育、こども医療
費助成、乳幼児インフルエンザ予防接種助成、未
熟児養育医療費助成、ファミリーサポートセン
ター運営、第５期障がい者福祉計画等策定、障が
い者総合支援、障がい者地域生活支援、人工内耳
体外機購入費用等助成

３．美しくひかり輝くまちをつくる

8億2,279万円

環境循環型社会の形成…生物多様性保全・活用事業
支援、資源ごみ回収団体奨励金、合併処理浄化槽
設置補助、住宅用太陽光発電システム導入支援、
電気式（乾燥式）生ごみ処理機購入助成

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策
衛生環境行政の充実…し尿処理施設設備検討業務
公園・緑化の推進…岩脇香風台公園あずまや設置

４．活力と夢を育むまちをつくる

６億4,172万円

農林漁業の振興…地域農業振興事業、経営所得安定
対策、農産物スーパー産地化事業、人・農地問題
解決支援、農業用施設整備、多面的機能支払交付
金事業、就農“できるよ”モデル事業、森林整備
地域活動支援交付金事業、有害鳥獣対策、沿岸漁
業等振興事業、ため池ハザードマップ作成

商工業・観光の振興等…光のまちづくり事業補助、
ＡＭＡ地域連携・交流事業、「祭り」の活性化、
起業力養成講座開設、起業家育成資金制度保証料
補給金、伊島波力発電システム開発、サテライトオ
フィス推進事業、野球のまち阿南推進協議会補助

消費者行政の充実…消費生活センター運営

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる

12億9,526万円

生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21 活動補助、
大野公民館整備、公民館設備改修

学校教育等の充実…外国青年招致、児童・生徒用パ
ソコン等更新、小学校空調設備整備事業、赤ちゃ
ん授業実施、学校図書館サポーター配置、私立認
定こども園施設整備補助、私立幼稚園施設型給付
負担金等支援、中央給食センター建設

人権の尊重…人権フェスティバル開催
男女共同参画社会の推進…配偶者暴力相談支援セン

ター運営、テレワーク推進センター開設
健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…日本

体育大学連携協定事業、こころのプロジェクト
「夢の教室」開催、こども水泳講座開催、武道館
観客席空調機器整備、（仮称）阿南海洋センター
次世代型艇庫整備

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…文化
会館・情報文化センター指定管理者業務、若杉山
遺跡および阿波遍路道の平等寺道調査

６．みんなで築くまちをつくる

43億8,341万円

地域コミュニティの形成、移住・定住の促進等…Ｕ
ＩＪターン促進、地域おこし活動支援、わたしの
まちの創生事業、空き家改修補助、婚活応援事業

市民と行政との協働体制の推進…大正大学との地域
構想連携研究委託

広域行政の推進…定住自立圏共生ビジョン事業の展
開、１市４町定住自立圏構想推進

効率的な行政運営…人事評価制度運用支援業務委
託、東京事務所運営

健全な財政運営…新地方公会計財務諸表作成等、長
期債の償還
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■市有財産の状況（平成28年３月31日現在）
区　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）
行政財産 1,924,584	 410,555	
普通財産 43,444	 1,256	

■基金の状況（平成28年度末現在高見込み）
財 政 調 整 基 金 116億9,807万円
特 定 目 的 基 金 42億845万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　128億2,869万円
●１世帯当たりの税額　	 418,391円
●１人当たりの税額　　	 171,534円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額	1,101,037円
●１人当たりの支出額　　	451,409円

※２月末現在の人口（74,788人）、
　世帯数（30,662世帯）より試算

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
区　　　　分 平成28年度現計予算

（３月補正・繰越含む）
収入済額

（平成29年２月28日現在） 区　　　　分 平成28年度現計予算
（３月補正含む）

支出済額
（平成29年２月28日現在）

市 税 133億3,680 121億531 議 会 費 3億511 2億7,592
地 方 譲 与 税 3億2,700 2億124 総 務 費 77億3,767 32億2,391
利 子 割 交 付 金 600 416 民 生 費 116億1,673 89億9,739
配 当 割 交 付 金 １億700 3,034 衛 生 費 46億5,744 25億539
株式等譲渡所得割交付金 6,900 0	 労 働 費 2,242 1,981
地 方 消 費 税 交 付 金 13億3,000 9億6,519 農 林 水 産 業 費 10億1,835 5億2,354
ゴルフ場利用税交付金 2,700 1,897 商 工 費 3億7,664 2億4,839
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,800 2,473 土 木 費 28億1,639 12億5,538
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85 82 消 防 費 12億7,415 9億9,801
地 方 特 例 交 付 金 2,700 2,905 教 育 費 35億2,420 23億4,986
地 方 交 付 税 40億5,153 34億3,200 災 害 復 旧 費 8,686 1,964
交通安全対策特別交付金 950 374 公 債 費 32億794 16億2,476
分 担 金 及 び 負 担 金 4億2,728 3億4,641 諸 支 出 金 35億8,642 21億5,783
使 用 料 及 び 手 数 料 4億6,998 3億9,678 予 備 費 3,000 0	
国 庫 支 出 金 52億9,008 32億8,949 合　　　　計 402億6,032 241億9,983
県 支 出 金 25億4,156 2億8,282
財 産 収 入 4,860 4,963
寄 附 金 448 493
繰 入 金 53億6,428 5億1,475
繰 越 金 10億7,917 10億7,917
諸 収 入 7億5,319 1億1,618
市 債 49億5,202 0	

合　　　　計 402億6,032 228億9,571

平成28年度一般会計予算の執行概況
（単位：万円）

平成28年度現計予算、収入済額および支出済額は、
平成27年度繰越明許費を含んでいます。

■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成28年度末現在高見込み 平成29年度末現在高見込み
見　込　額 構成比 見　込　額 構成比

⑴ 普　　通　　債 267億5,906 75.5	 264億1,894 76.0	
１総　　　　　　務 39億7,054 11.2	 38億1,377 11.0	
２民　　　　　　生 12億3,675 3.5	 12億1,570 3.5	
３衛　　　　　　生 40億5,664 11.5	 41億9,960 12.1	
４農　林　水　産 7億3,994 2.1	 6億1,832 1.8	
５商　　　　　　工 4,824 0.1	 4,520 0.1	
６土　　　　　　木 63億9,288 18.0	 62億7,313 18.0	
７公　営　住　宅 14億2,947 4.0	 14億8,197 4.3	
８消　　　　　　防 24億3,277 6.9	 23億1,358 6.7	
９教　　　　　　育 64億5,183 18.2	 64億5,767 18.5	

⑵ 災 害 復 旧 債 １億4,325 0.4	 １億3,429 0.4	
１補　助　災　害 1億4,325 0.4	 １億3,429 0.4	

⑶ そ　　の　　他 85億2,407 24.1	 82億1,167 23.6	
１減 収 補 て ん 債 3億1,250 0.9	 1億8,750 0.5	
２減 税 補 て ん 債 4億1,507 1.2	 3億3,115 1.0	
３臨時税収補てん債 3,118 0.1	 0 0.0	
４一般会計出資債 3億8,083 1.1	 3億6,295 1.0	
５臨時財政対策債 73億8,449 20.8	 73億3,007 21.1	
合　　　　計 354億2,638 100.0	 347億6,490 100.0	
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会　　　計　　　名 平成29年度
当 初 A

平成28年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 916 1,743 △827

加茂谷財産区運営事業特別会計 36 36 0

伊島財産区運営事業特別会計 178 174 4

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 98億8,100 96億6,100 2億2,000

加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,300 9,300 0

伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,800 1,800 0

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 6億3,630 7億4,570 △1億940

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 77億8,700 76億5,500 １億3,200

伊島地区生活排水処理事業特別会計 730 830 △100

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 3億9,400 4億 △600

奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,681 1,693 △12

春日野地域下水道事業特別会計 5,050 3,962 1,088

羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億4,720 2億210 △5,490

豊香野地区生活排水処理事業特別会計 600 680 △80

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 10億1,740 9億8,010 3,730

西春日野生活排水処理事業特別会計 1,000 1,000 0

平成28年度
現	計	予	算

（３月補正・繰越含む）

収 入 済 額
（平成29年
２月28日現在）

支 出 済 額
（平成29年
２月28日現在）

1,743 498 400

36 36 0	

174 173 0	

98億3,000 66億5,875 77億2,884

9,792 6,978 7,137

1,800 600 1,087

8億4,620 7,190 4億175

79億6,468 70億5,881 64億3,576

830 934 165

4億 3億457 2億7,060

1,693 1,055 784

5,126 3,362 1,149

2億210 3,466 6,985

680 577 212

9億8,010 7億3,322 7億301

1,000 799 312

特別会計の状況

水道事業会計の状況

（単位：万円）
平成28年度現計予算、収入済額および支出済額は、平成27年度繰越明許費を含んでいます。

区　　　分 平成29年度
当 初 A

平成28年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

収 益 的
収 　 入 18億1,056 15億4,992 2億6,064

支 　 出 14億9,520 15億1,721 △2,201

資 本 的
収 　 入 6億9,281 6億9,726 △445

支 　 出 13億1,208 12億9,495 1,713

平成28年度
現	計	予	算
（３月補正含む）

収 入 済 額
（平成29年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成29年

２月28日現在）

15億4,992 11億5,417

15億1,721 5億8,091

6億9,726 462

12億9,495 4億3,374

（単位：万円）
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■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 299,748円 41.09歳

■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 178,200円 190,100円 178,200円 190,100円

高校卒 146,100円 157,300円 146,100円 157,300円

■人件費の状況
平成28年度  
一般会計3月補正後予算総額　386億4,870万円

人件費
71億4,071万円
（18.5%）

平成28年度
一般会計12月補正後
給与費予算額

47億5,776万7千円

給料
29億635万4千円
（61.1％）

期末勤勉手当
11億9,844万3千円

（25.2%）

その他
6億5,297万円
（13.7％）

（１人当たり給与費589万円）

■一般行政職の級別職員数の状況

定型的な業務を行う職務　47人

高度な知識または
経験を必要とする
業務を行う職務
58人

主任の職務
　28人

１
級

７
級

２級
３級

４級５級

６級

課長補佐および主査の
職務またはこれに相当
する職務　137人

参事および課長および主
幹の職務またはこれに相
当する職務　53人

部長の職務またはこれに
相当する職務　17人

係長の職務または困
難な業務を行う主任
の職務　71人

職員数
411人

阿南市職員の給与の現状

●
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由 （
各
年
４
月
１
日
現
在
）

（単位：人）
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成27年 平成28年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総務・企画 119 119 0
税 務 35 36 1 欠員補充による増
民 生 205 204 △	1 欠員不補充による減
衛 生 76 76 0
農 林 水 産 30 30 0
商 工 13 13 0
土 木 64 67 3 業務の増加による増
小 計 548 551 3

特別行
政部門

教 育 151 149 △	2 退職不補充による減
消 防 103 107 4 欠員補充
小 計 254 256 2

普 通 会 計 802 807 5

公営企
業会計
等部門

病 院 2 2 0
水 道 21 17 △	4 事務の統廃合・縮小による減
下 水 道 11 10 △	1 事務の統廃合・縮小による減
そ の 他 26 26 0
小 計 60 55 △	5

合 計 862 862 0
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者	・派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除く。

■職員給与費の状況

定
員
管
理
の
状
況
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■職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 253,700円 303,100円 347,000円

高校卒 224,500円 257,200円 307,200円

■扶養手当の状況（平成28年度支給月額）

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族
１人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■期末、勤勉手当の状況（平成28年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期
（1.025月分） （1.0月分）
1.225月分 0.8月分

12月期
（1.175月分） （1.1月分）
1.375月分 0.9月分

計
（2.2月分） （2.1月分）
2.6月分 1.7月分

カッコ内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 20.445月分 29.145月分 41.325月分 49.59月分

応 募 認 定
・ 定 年 25.55625月分 34.5825月分 49.59月分 49.59月分

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間3.25月分です

●
定
員
適
正
化
目
標

　

阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
を
指
針
と
し
て
事
務
の
合
理
化
、
効

率
化
の
推
進
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
の

均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

　

組
織
機
構
の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
お

よ
び
民
間
委
託
等
の
活
用
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
捗
（
実
績
）
の
概
要

（単位：人）

区　分

部　門

平成23
年計画
始期

平成
24年
1年目

平成
25年
2年目

平成
26年
3年目

平成
27年
4年目

平成
28年
5年目

平成24年
　〜28年
計

（参考）
数値
目標

一 般
行 政

職員数 574 559 559 550 548 551 ー 551

増 減 △	15 0 △９ △	2 3 △	23 △	23

教 育
職員数 158 158 154 153 151 149 ー 155

増 減 0 △	4 △ 1 △	2 △	2 △	9 △	3

消 防
職員数 103 102 103 100 103 107 ー 105

増 減 △	1 1 △ 3 3 4 4 2

公 営
企 業
会計等

職員数 67 65 60 61 60 55 ー 64

増 減 △	2 △	5 1 △	1 △	5 △	12 △	3

計
職員数 902 884 876 864 862 862 ー 875

増 減 △	18 △	8 △ 12 △	2 0 △	40 △	27

（注）１．計画期間は、平成24年〜平成28年の５年間である。
２．増減は対前年比の職員増減数を示す。
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３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

３
月
議
会
が
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、議
案
審
議
に
先
立
ち
、当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、市
長
か
ら
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る
民
泊
施
設

等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」を

締
結

　

１
月
27
日
に
徳
島
県
庁
で
飯
泉
知
事
の
立

会
い
の
下
、
新
野
町
で
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
の

開
業
を
め
ざ
し
て
い
る
「
新
野
シ
ー
ム
レ
ス

民
泊
推
進
協
議
会
」
と
「
災
害
時
に
お
け
る

民
泊
施
設
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
は
、
平
成
28
年
に
地
域

活
性
化
の
た
め
の
規
制
改
革
を
検
討
す
る
県

規
制
改
革
会
議
が
提
言
し
た
も
の
で
、
平
時

は
民
泊
と
し
て
運
営
し
、
大
規
模
災
害
時

は
、
災
害
時
に
配
慮
を
要
す
る
方
の
た
め
の

一
時
的
な
避
難
措
置
と
し
て
、
新
野
町
内
の

民
泊
施
設
等
を
避
難
所
に
提
供
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

新
野
町
に
は
四
国
霊
場
22
番
札
所
の
平
等

寺
が
あ
り
、
地
元
の
方
々
が
接
待
所
を
設
置

し
、
お
遍
路
さ
ん
を
お
も
て
な
し
の
心
で
迎

え
る
な
ど
、
地
域
を
あ
げ
て
接
待
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
津
波
の
心
配
が
な
い
こ
と
も

地
域
の
強
み
で
す
。

　

平
時
は
お
遍
路
さ
ん
向
け
の
民
泊
と
し
て

地
元
の
特
産
の
た
け
の
こ
な
ど
を
使
っ
た
料

理
を
出
し
、
農
業
体
験
の
提
供
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
避
難
所
生
活
で

の
災
害
関
連
死
に
よ
り
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
、
災
害
時
に
配
慮
を
要
す
る

方
を
受
け
入
れ
る
避
難
施
設
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
新
野
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
推
進
協
議
会
」

で
は
、
現
在
５
軒
が
今
春
以
降
の
開
業
を
め

ざ
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
野
町
の
定
住
、
人
口
減
少
対
策
と
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
避
難
者
対
策
と
し

て
、
徳
島
な
ら
で
は
の
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
の

推
進
を
県
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。移

住
・
定
住
の
促
進

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
で
開
催
さ
れ
る
移
住
関
連
フ
ェ
ア
や
相
談

会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
出
展
す
る
な
ど
、
市
内

で
活
動
す
る
移
住
支
援
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
精
力
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
現
在

活
躍
中
の
３
人
に
加
え
て
、
４
月
か
ら
新
た

に
富
岡
、
新
野
、
桑
野
の
３
地
区
に
５
人
を

追
加
配
置
し
、
地
域
の
活
性
化
を
促
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、「
移
住
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
導
入
し
、
移
住
相
談
者
に
対
し

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
と
移
住
し
た
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
提
供
で
き
る
体
制
を

構
築
し
、
よ
り
強
力
に
移
住
・
定
住
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の　

誘
致
促
進

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、
都
市
圏
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
時
代
の
企

業
誘
致
と
し
て
、
今
や
全
国
各
地
で
誘
致
に

向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
先
進
県
で
あ
る
徳
島
県
で
は
、
現

在
、
美
波
町
や
神
山
町
、
三
好
市
な
ど
、
県

下
で
43
カ
所
開
設
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も

加
茂
谷
地
区
で
１
社
が
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
新
た
な
取
組
と
し
て
、
徳

島
県
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
と
く
し
ま
回

帰
」
推
進
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
、
那
賀

川
町
の
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
お
よ
び
阿
南
市
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た

「
新
未
来
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
開

設
に
向
け
て
、
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
一
室
を

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
借
用
し
、
東
京
か
ら
の
Ｉ

Ｔ
企
業
が
社
員
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
３
週
間

に
わ
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
務
を
行
っ
た

ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
て
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し

い
働
き
方
で
あ
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
推
進

に
向
け
て
、
大
手
新
聞
社
と
提
携
し
な
が

ら
、
在
宅
で
の
就
労
が
可
能
な
プ
ロ
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
育
成
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
験
結
果
を
参
考
に
、
国
に
対

し
て
新
未
来
型
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
計
画
を
申
請

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
般
「
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
事
業
」
と
し
て
採
択
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
費
等
に
つ
い

て
、
今
議
会
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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伊
島
の
自
然
と
環
境
を

生
か
し
た
取
組

　

伊
島
の
類
い
ま
れ
な
自
然
と
環
境
を
生
か

し
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
な
デ
ン

マ
ー
ク
「
エ
ー
ロ
島
」
の
よ
う
な
先
進
的
な

取
組
を
進
め
る
た
め
、
伊
島
に
お
い
て
、
小

水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
波
の
力
「
波

力
」
を
利
用
し
た
、
漁
業
基
地
防
波
堤
設
置

型
お
よ
び
潮
流
（
潮
の
流
れ
）
型
の
開
発
研

究
、
実
証
実
験
を
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

お
よ
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内

の
企
業
に
お
願
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

潮
流
の
デ
ー
タ
収
集
お
よ
び
現
地
で
の
モ

デ
ル
実
験
に
よ
り
、
発
電
装
置
の
設
置
、
電

力
供
給
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
ら
、
漁
港
等
に

お
け
る
利
用
、
ま
た
災
害
時
の
非
常
用
電
源

な
ど
利
用
策
も
勘
案
し
、
伊
島
エ
コ
ア
イ
ラ

ン
ド
構
想
の
推
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

津
乃
峰
地
区
防
災
公
園
が
完
成

　

平
成
21
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
津
乃
峰
地
区
防
災
公
園
が
完
成
し
、
３
月

26
日
に
関
係
者
ご
出
席
の
下
、
完
成
式
典
を

挙
行
し
ま
す
。

　

当
防
災
公
園
は
、
地
震
・
津
波
災
害
対
策

と
し
て
、
一
時
避
難
場
所
お
よ
び
物
資
等
の

輸
送
基
地
の
確
保
を
目
的
と
し
て
国
土
交
通

省
所
管
の
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
の
補
助

を
受
け
、
整
備
し
て
き
ま
し
た
公
園
の
一
つ

で
あ
り
、
す
で
に
完
成
し
て
い
ま
す
橘
地
区

防
災
公
園
と
ゆ
た
か
野
地
区
防
災
公
園
も
同

事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
防
災
公
園
が
完
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
の
避
難
収
容
可
能
人
数
を

新
た
に
約
７
０
０
０
人
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
畭
町
で
市
内
４
番
目
と
な
る
富

岡
東
部
地
区
防
災
公
園
の
詳
細
設
計
業
務
を

実
施
中
で
あ
り
、
平
常
時
は
地
元
の
皆
さ
ま

に
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
か
つ
、
地

震
発
生
時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
確
実
に
機

能
で
き
る
よ
う
に
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
要

望
を
織
り
込
み
な
が
ら
計
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
図
書
館
の
導
入

　

従
来
の
出
版
物
で
用
い
ら
れ
て
い
た
紙
と

イ
ン
ク
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
作

成
さ
れ
る
出
版
物
を
電
子
書
籍
と
い
い
、
そ

の
電
子
書
籍
を
紙
の
本
と
同
じ
よ
う
に
、
貸

出
・
返
却
・
閲
覧
で
き
る
の
が
電
子
図
書
館

で
す
。

　

こ
の
電
子
図
書
館
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
好

き
な
時
間
に
図
書
館
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
電
子
図
書
館
の
閲
覧
・
貸
出
が
可
能
と

な
り
、
利
便
性
が
大
き
く
向
上
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
字
拡
大
機
能
や
音
声
読
み
上
げ

機
能
な
ど
電
子
書
籍
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

内
容
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
へ
の
利
用
支
援
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
の
圏
域
が
、
平
成
29
年
度
か

ら
１
市
４
町
に
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
広
域

に
居
住
す
る
住
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
利
用
で
き
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
電

子
図
書
館
を
導
入
し
、
来
館
困
難
等
の
理
由

で
こ
れ
ま
で
図
書
館
を
利
用
し
て
い
な
か
っ

た
住
民
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

次
世
代
型
艇
庫
の
建
設

　

当
施
設
は
、
那
賀
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫
の
廃
止
に
伴
い
、
機
能
移
転
整
備

を
す
る
も
の
で
、
建
設
地
は
中
林
町
原
23
番

地
１
、
北
の
脇
海
岸
の
中
央
部
に
、
既
存
施

設
の
監
視
所
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
を
解

体
し
、
新
た
に
艇
庫
を
含
め
た
多
目
的
施
設

を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　

施
設
は
、
１
階
に
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
使
用
す
る
カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
等
の
器
具
を

収
納
す
る
艇
庫
と
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
開
設

す
る
救
護
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
更
衣
室
、
ト

イ
レ
等
を
設
置
し
、
２
階
部
分
に
は
、
監
視

所
、
会
議
室
、
研
修
室
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
各
種
許
認
可
等
諸
手
続

き
を
進
め
、
平
成
29
年
度
に
建
設
工
事
に
取

り
掛
か
り
、
平
成
30
年
７
月
の
海
の
シ
ー
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
施
設
の
活
用
方
法
で
す
が
、

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
艇
庫
活
動
に
加

え
、
１
年
を
通
し
て
利
用
で
き
る
海
に
関
連

し
た
諸
事
業
や
生
涯
学
習
の
場
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
等
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
キ
ヨ
ス
ク
跡　
　

店
舗
の
利
用

　

平
成
28
年
８
月
末
に
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
の
キ
ヨ

ス
ク
が
撤
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
で

も
、
Ｊ
Ｒ
利
用
者
へ
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、

市
の
玄
関
口
と
し
て
寂
れ
た
感
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、

Ｊ
Ｒ
四
国
側
と
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

当
初
の
案
と
し
ま
し
て
は
、
四
国
東
南
部

の
広
域
観
光
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
簡
易

な
売
店
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
た
「
観
光
総
合

案
内
所
」
の
開
設
を
模
索
し
ま
し
た
が
、
国

の
補
助
金
等
の
要
件
に
適
合
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
や
む
な
く
断
念
す
る
こ
と
に
至
り

ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
側
と
も
協
議
を

し
た
結
果
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
空
き

店
舗
の
解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
双
方
が
協

力
し
な
が
ら
、
民
間
事
業
者
等
の
出
店
を
促

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ニュースオアシス

災害用移動炊飯器が、株式会社阿波銀行様から日
本赤十字社徳島県支部を通じて、宝田、新野、福
井の各公民館に贈られました。災害時の食の確保
に役立ててもらおうと、同行の創業120周年事業
として実施されたもの。贈呈された炊飯器は
44kgの軽量タイプで、ご飯で約200～240膳分を
炊くことができます。贈呈式には関係者など26
人が出席し、使い方を確認しました。

災害時の食の確保のために
移動炊飯器が贈呈される

2/23

阿南 de 愛隊がきっかけ
カップルが成婚

阿南de愛隊が開催した婚活イベントで知り合っ
た久保田達也さん（29歳）と真由さん（25歳）
が成婚し、報告のため来庁されました。出会いの
きっかけとなった阿南de愛隊は、平成24年７月
に結成して以来、多彩な企画で縁結びを支援して
います。これまでの総参加者数は５年間で1,227
人にのぼり、カップル成立数は103組となってい
ます。

2/22

高専生が伊島の活性化を提案
ＣＶＧ四国大会で特別賞

阿南高専の再生可能エネルギー研究会（電気電子工
学科５年の今井武史さん、橋本直秀さん、大和洸介
さん）が、第14回キャンパスベンチャーグランプ
リ（ＣＶＧ）四国の特別賞「日刊工業新聞社賞」を
受賞しました。同会は「伊島エコパーク離島活性化
事業」を研究テーマとして、再生可能エネルギー発
電を利用した伊島の活性化をめざす事業プランを提
案しました。

2/16

近年の災害事例を踏まえて
市地域防災計画・水防計画を修正

阿南市防災会議および水防協議会が開催され、市
地域防災計画・水防計画の修正について審議が行
われました。本会議では、同計画の修正案が提示
され、概要説明が行われました。修正内容は近年
の災害事例や関係法令の改正を踏まえて、南海ト
ラフ地震防災対策推進計画や雪害予防対策、原子
力災害事前対策が追加されるなど、より現状に即
した内容となっています。

2/23
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長生公民館に設置を進めていたエレベーターが完
成しました。当館では、大ホールや調理室などが
２階にあり、エレベーターが設置されたことから、
高齢者や障がい者の方々をはじめ、利用者の利便
性が向上するものと期待されています。小規模建
物用３人乗りで、車いす対応となっています。完
成式では、開錠セレモニーなどが行われ完成を祝
いました。

長生公民館に
待望のエレベーターが設置

3/12

消化器の治療をわかりやすく解説

健康講演会「どんなことしてるの？聞いてみたい
消化器外科の治療や手術」がひまわり会館で開催
され、約120人が参加しました（保健センター主
催）。講演は阿南共栄病院外科部長の田上誉史さ
んが、消化器（胃や腸など）に病気がおきた場合
の治療方法をわかりやすく解説。病気にかからな
いためにも病気のリスクを減らす生活習慣の継続
が必要であると伝えました。

3/8

本市初！社会人野球チーム受入
三菱重工広島硬式野球部が合宿

社会人野球の強豪チーム三菱重工広島硬式野球部
（広島県広島市）が、２月22日から９日間にわたり、
ＪＡアグリあなんスタジアムで合宿を行いました。
26日には練習試合が行われ、８－０でアークバリ
ア（香川県高松市）に勝利。監督の町田公二郎さん
は「阿南市は素晴らしい球場と室内練習場があり、
管理者の方も熱心でとても良いところですね」と話
していました。

2/26

伊島若者定住促進住宅が起工

「伊島若者定住促進住宅」の起工式が伊島町の建
設現地で行われ、関係者など約30人が出席しま
した。本住宅は、伊島での若者の定住と居住の安
定を図るため建設するもので、木造２階建て５戸
で、９月の完成をめざします。伊島町会会長の神
野範雄さん（68歳）は、「Ｕターンを望んでいる
子育て世代などにとって住宅の建設はありがたい
ことです」と話していました。

3/11

伊島若者定住促進住宅パース図
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あなんカルチャー

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
曜
、
祝
日
、
春
休
み
中
の
午
後
１
時

30
分
～
、
３
時
～
の
２
回
実
施
。

４
月
の
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
木
星
の
お
話
」

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
よ
く
見
え
る
「
木
星
」

に
つ
い
て
、
見
え
方
や
特
徴
な
ど
の
お
話
を
し

ま
す
。
５
月
28
日
㈰
ま
で
。
な
お
、
４
月
29
日

㈷
か
ら
５
月
７
日
㈰
の
期
間
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
特
別
投
影
「
星
は
な
ぜ
光
る
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
　
友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
29
年
度
科
学
セ

ン
タ
ー
友
の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

定
員　
40
組

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
活
動
は
5

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

開催日　５月３日㈷～５日㈷　
場所　文化会館　視聴覚室および研修室　　　　　　
出品資格　市内在住または出身者および本市と関係の

深い方で阿南市美術協会の会員（初めて出
品される方は、阿南市美術協会に入会して
いただきます。）
※小・中学生は出品することはできません。

作品規格　
　日本画　６号から50号までで額装または表装
　洋画　　６号から50号までで額装  　
　書道　聯

れん

落
おち

以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
　写真　単写真、組写真とも半切およびＡ３～全倍サイズ

画面の長辺は40㎝以上90㎝以内
スクエアサイズ（正方形）は一辺が30㎝以
上50㎝以内
組写真は1パネル（90㎝×180㎝以内) に全
作品を固定

彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまでで、
展示にふさわしいように仕
立てること。

※規格以外の作品は受付・展示はいたしません。
※額装にはガラスを用いないこと。（工芸の押し花作

品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて出品

される方と３年以上出品されていない
方は、入会金1,000円が必要）
出品料は１点につき500円　

作品の受付・搬入　４月27日㈭　9:30～12:00
文化会館２階　研修室
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

テレビ番組の企画で「家庭教師ケイコ先生」としてデ
ビューした春野恵子さん。その後、タレント・俳優として
ドラマ、ＣＭ、バラエティー番組等で活躍。2003年に
浪曲と出会い、稽古を重ねて2006年に初舞台、2012
年に「咲くやこの花賞」大衆芸能部門を受賞しました。

日時　４月８日㈯
　　　14:00開演
　　　
場所　文化会館　視聴覚室
出演　春野恵子
入場料　【全席自由】

2,000円
（当日は2,500円）

※未就学児の入場はご遠慮
ください。

チケット販売場所　文化会館、平惣書店（阿南センタ
ー店、羽ノ浦国道店、徳島店）

※無料託児室を開設します。（10カ月～８歳）
　ご希望の方は１週間前までに予約してください。
　（託児予約　☎23－5599）へ

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■�「第56回�阿南市美術展」出品作品募集

■�浪曲　とことんじゃぽねすく

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

北條民雄文学賞受賞作品集を４月下旬から販売します。
価格　１冊　500円
ご希望の方は、下記までお問い合わせください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■�北條民雄文学賞受賞作品集について
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阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
29
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
小
学
４
年
生
以
上

を
対
象
と
し
て
、
科
学
工
作
を
中
心
に
原
則
毎

月
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
年
間
10
回
程
度

活
動
し
ま
す
。
高
専
の
先
生
な
ど
を
迎
え
て
の

講
座
や
、
夏
休
み
中
に
は
市
内
外
の
企
業
の
工

場
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　
30
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

発
明
ク
ラ
ブ
体
験
会
を
実
施

　

５
月
か
ら
の
活
動
を
前
に
、
発
明
ク
ラ
ブ
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
り
た
い
人
向
け

の
体
験
会
で
す
。
参
加
は
無
料
、
先
着
30
人
。

日
時　
４
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

発
明
ク
ラ
ブ
お
よ
び
体
験
会
参
加
方
法

　

４
月
中
旬
ご
ろ
市
内
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
四
）

信
用
の
あ
っ
た
徳
島
藩
札

　

銀
札
場
座
本
人
二
人
、
金
銀
包
役
二
人
、

計
四
人
に
そ
れ
ぞ
れ
手
代
一
人
あ
て
付
け

ら
れ
た
。

　

手
代
一
人
一
年
間
に
つ
き
銀
三
百
目

（
匁
）
が
夏
と
冬
二
回
に
分
け
藩
札
で
支

給
さ
れ
た
。

　

地
方
銀
札
場
手
代
に
は
一
人
に
つ
き
二

人
扶
持（
年
米
約
三
石
六
斗
）
と
銀
百
八

十
目
が
夏
冬
二
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
た
。

　

地
方
銀
札
場
手
代
の
給
与
は
勤
務
し
た

日
よ
り
計
算
、
支
給
さ
れ
た
。
給
銀
は
勤

務
し
た
月
算
用
に
て
支
給
さ
れ
、
そ
の
月

十
五
日
ま
で
は
一
カ
月
分
に
計
算
さ
れ
た
。 　

地
方
銀
札
場
に
雇
わ
れ
た
者
の
給
与
や

諸
経
費
は
そ
こ
の
奉
行
が
支
給
し
た
。
塀

裏
で
は
座
本
人
が
藩
札
を
も
っ
て
支
給
し
、

帳
面
に
は
目
付
の
認
印
を
押
さ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

金
銀
包
役
越
久
田
、
座
本
人
の
使
用
す

る
硯
箱
、
筆
、
紙
、
銀
札
包
紙
、
銀
子
包

紙
、
秤
、
算そ

ろ

盤ば
ん

等
々
入
用
の
も
の
は
銀
札

場
奉
行
が
支
給
し
た
。

　

塀
裏
銀
札
場
奉
行
は
城
内
に
詰
め
て
お

り
、
用
が
あ
る
時
、
銀
札
場
へ
出
向
い
た

よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
地
方
銀
札
場
奉
行

は
常
勤
だ
っ
た
。

藩
札
再
発
行

　

享
保
十
五（
一
七
三
〇
）
年
十
一
月
十

九
日
よ
り
領
内
で
銀
札
が
再
び
流
通
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
御
城
下
に
は

塀
裏
、
南
方
は
鞆
浦
、
北
方
は
撫
養
四
軒

屋
、
脇
町
の
四
カ
所
に
銀
札
場
が
置
か
れ

た
。

　

淡
路
で
は
洲
本
、
多
賀
村
、
沼
島
浦
三

カ
所
に
銀
札
場
が
置
か
れ
た
。

　

銀
札
場
奉
行
は
十
月
ま
で
に
任
命
さ
れ

た
。
な
お
中
島
浦
、
池
田
村
、
日
和
佐
浦

に
銀
札
場
が
増
設
さ
れ
た
の
は
十
二
月
以

降
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
通
用
し
た
銀
札
は
二
分
、
三

分
、
五
分
、
一
匁
、
三
匁
、
五
匁
の
六
種

で
あ
る
。
支
払
い
に
不
足
分
が
で
き
た
と

き
は
銭
を
使
用
し
た
。

　

藩
当
局
は
庶
民
が
金
銀
貨
を
使
用
す
る

こ
と
を
原
則
的
に
禁
止
し
た
。
庶
民
は
金

銀
貨
を
銀
札
場
へ
持
参
し
藩
札
と
交
換
さ

せ
ら
れ
た
。
二
分（
二
十
文
相
当
）
以
下

の
場
合
、
銭
を
使
用
し
た
。

　

銀
子
を
も
っ
て
藩
札
を
交
換
す
る
時
、

銀
百
目
に
対
し
、
札
一
匁
と
し
、
藩
札
を

銀
子
と
交
換
す
る
時
は
札
百
二
匁
は
銀
百

匁
の
比
率
だ
っ
た
。

　

当
時
、
貨
幣
と
物
価
に
は
変
動
が
あ
っ

た
。
こ
の
際
変
動
に
応
じ
た
。

　

二
十
匁
以
上
の
取
引
、
支
払
い
に
お
い

て
金
銀
銭
の
使
用
を
禁
止
し
、
藩
札
を
通

用
さ
せ
た
。
穀
物
を
も
っ
て
の
決
済
も
禁

止
し
た
。
た
だ
し
年
貢
、
藩
か
ら
の
貸
付

に
返
済
の
場
合
、
例
外
と
し
た
。

　

藩
は
財
政
上
の
必
要
に
際
し
、
随
時
藩

札
を
発
行
し
た
。
こ
の
際
、
領
民
に
対
し

公
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
単
純
に
言

え
ば
藩
が
藩
札
を
二
倍
発
行
す
れ
ば
領
民

の
財
産
は
二
分
の
一
に
低
下
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

徳
島
藩
は
藍
の
収
益
に
よ
っ
て
藩
札
の

値
崩
れ
は
な
か
っ
た
。
藩
に
よ
っ
て
は
額

面
の
一
、
二
割
し
か
通
用
し
な
い
と
こ
ろ

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

123

阿波の藩札
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い
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
香
り
と
と

も
に
よ
み
が
え
り
紡
が
れ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
振
り
返
り
な
が
ら
大
き
く
息
を

吸
う
。
こ
の
町
で
あ
と
何
回
こ
の

季
節
を
迎
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
々
を
過
ご
す
中
で
ど
ん
な
物
語

が
生
ま
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
。

　

立
ち
止
ま
っ
て
未
来
を
想
像
す

れ
ば
、
新
し
い
自
分
に
出
会
え
そ

う
で
心
が
躍
る
。
過
去
を
覗の

ぞ

け
ば
、

何
も
成
長
で
き

て
い
な
い
自
分

を
嫌
に
思
う
。

人
が
ど
ん
な
気

持
ち
に
な
ろ
う

と
も
、
山
や
海
、

そ
し
て
あ
ぜ
道

は
、
春
の
香
り

を
運
ん
で
く
る
。

　

出
会
い
や
別
れ
、
不
安
や
希
望
、

そ
の
全
て
を
包
み
、
自
然
、
動
物
、

人
、
そ
の
全
て
が
今
す
ぐ
動
き
出

し
そ
う
な
季
節
。

　

春
は
美
し
い
。

　

ち
な
み
に
私
の
好
き
な
季
節
は

冬
で
す
。

　

次
は
、
日
開
野
町
の
丸
山
達
郎

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

入
谷
五
十
鈴

痩
せ
痩
せ
て
酷
暑
に
耐
え
し
老
犬
と
ゆ
っ
く
り
歩
む

夕
日
の
花
野

佳
作　
　
　
　
　
　

 

小
西　

千
恵

風
た
て
ば
枝
垂
れ
の
葉
先
ほ
の
揺
れ
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春
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移動図書館車「ひまわり号」４月の巡回日程

阿南市立図書館だより
４月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ 休 休 ☆

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎�42－3111ＦＡＸ�42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は16日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎�44－2100ＦＡＸ�44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎�23－2020ＦＡＸ�23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00

Let’
s enjoy

としょかんライフ

「南阿波定住自立圏共生ビジョン」の取組の一環として、４月
から１市４町の図書館相互利用が始まります。
牟岐町立図書館、海陽町立海南図書館および宍喰図書館で本を
借りたい方は、それぞれの図書館で登録のうえ、ご利用ください。
なお、本の返却はそれぞれの図書館にお願いします。

〈牟岐町〉　
○牟岐町立図書館（☎0884−72−2300）
　住所　海部郡牟岐町大字川長字新光寺82 番地
　開館時間　10:00 ～18:00
〈海陽町〉
○海陽町立海南図書館（☎0884−73−3591）
　住所　海部郡海陽町四方原字旭町38 番地1
　開館時間　10:00 ～18:00
○海陽町立宍喰図書館（☎0884−76−1030）
　住所　海部郡海陽町宍喰浦字宍喰375 番地
　開館時間　10:00 ～18:00

※休館日などくわしくは、各図書館のホームページをご覧いただ
くか、直接お問い合わせください。

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
21日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

27日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市・那賀町・美波町の図書館相互利用に
〈牟岐町〉〈海陽町〉が新しく加わります

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ
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津峯公園桜まつり
津峯山一帯に2,000本のソメイヨシノ・ぼ
たん桜・山桜が咲き競います。
日時　４月２日㈰　10:00～　※小雨決行
場所　津峯山山頂（津峯神社境内）
内容　もち投げ、捧げもち競争ほか　　
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

第29回阿南の加茂谷鯉まつり
開催期間　４月24日㈪～５月13日㈯
イベント　５月４日㈷10:00～※雨天順延
場所　深瀬町河川敷
手作り鯉のぼりコンテスト作品大募集！
イベント時に手作り鯉のぼりコンテストを
開催します。入賞者には景品を贈呈。
出品規定　大きさは８m以内で風雨に強い

素材を使用すること
応募方法　４月27日㈭までに電話で申込。

出品作品は返却しません。
五月人形の募集！
五月人形展を計画しています。ご家庭に眠
っている五月人形を４月20日㈭までに加
茂谷公民館へお持ち寄りください。供養料
は5,000円。４月23日㈰9:30～、深瀬町
八幡神社境内で供養を行います。
問 加茂谷鯉祭り実行委員会
　 （加茂谷公民館内☎25－0113）へ

JICAボランティア募集 
募集内容　①青年海外協力隊／日系社会青
年ボランティア②シニア海外ボランティア
／日系社会シニア・ボランティア
応募資格　①10月１日時点で満20歳以上
かつ５月10日時点で満39歳以下）、②５
月10日時点で満40歳から満69歳まで）
※日本国籍を持つ方
募集期間　３月31日㈮～５月10日㈬
応募方法　ウェブ応募
●「世界でいちばん貧しい大統領」作家くさ
ばよしみ講演会＆JICAボランティア説明会
日時　４月22日㈯　13:00～17:00
場所　あわぎんホール大会議室
※参加無料、申込不要、入退室自由
問 独立行政法人国際協力機構JICA四国
　 （☎087－821－8824）へ

在住外国人のための日本語教室
日程　４月２日㈰～９月３日㈰
　　　毎週日曜日　10:00～11:30
場所　富岡公民館
講師　米山健作さんほか
教材　「みんなの日本語　Ⅰ・Ⅱ」
　　　（各税込2,700円）を各自で準備
申込方法　電話または電子メールでお申し

込みください。
※日本語指導ボランティアを同時募集。
※中国語・英語教室も開催しています。
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
　 himawari_aia_2012＠yahoo.co.jp

赤ちゃんとママのふれあい講座 
●春から始める赤ちゃんのＵＶケアレッスン
お出掛けが多くなるこの時期、気になるの
は紫外線。赤ちゃんにも日焼け止めクリー
ムって必要？どう選んだらいい？などママ
の「？」にお応えします。
対象　０～２歳のお子さまとママ
日時　４月７日㈮　13:00～14:00
場所　中野島公民館
材料費　1,500円　※要予約
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。楽しく話を
して情報交換をしよう♪当日お越しくださ
った方には親子写真を撮影し、プレゼント
させていただきます♪
対象　０～２歳のお子さまとママ
日時　４月10日㈪　13:00～14:30
場所　中野島公民館
参加費　無料　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

赤ちゃんと
初めてのならいごと♪
ベビーマッサージ教室
保育士によるべビマ♪ゆったりふれあいタ
イムを楽しみましょう♪
日時　４月７日㈮　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
対象　生後２カ月～１歳頃まで親子５組　
参加費　1,500円　※要予約
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
問 RTA指定スクール　PLUS BABY　
　 玉置（☎090－2895－0224）へ

羽ノ浦町岩脇公園
桜まつり 

日時　４月２日㈰　9:30～
場所　羽ノ浦桜づつみ公園
内容　阿波踊り、岩脇小学校金管バンド演

奏、明現神社祭ばやし、フラダンス、
バンド演奏、農産物・花の販売、フ
リーマーケット、お餅の配布、野立、
貸しボート、各種団体の模擬店、徳
島新聞フォトサービスほか

ライトアップ　４月９日㈰まで
問 羽ノ浦町岩脇公園桜まつり保存会
　 （☎44－2632）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　４月８日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

楠根桜づつみ公園
第２回桜まつり

期間中桜とチューリップと
かかしが見られます。
期間　４月１日㈯～９日㈰　
場所　桜づつみ公園（楠根町金石）
イベント　４月２日㈰　10:00～14:00
※荒天時中止
内容　ステージイベント（オカリナ演奏、

フラダンス、文理大学生によるよさ
こい、フラメンコ、伊島小学生8人
による～伊島唄～、劇団「夢創」、
楠根町民、サーティーグラスボーイ
ズ、松崎栞音、楠本ヒロシ、大野さ
んほか）、飲食イベント（うどん、
焼き鳥、おにぎり、たこ焼き、フラ
ンクフルト、フライドポテト）

※駐車場は出演者用、一般の方用があります。
問 楠根町活性化協議会事務局　松田
　 （☎090－3189－4187）へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

学校で習った文法の知識を総動員して、Ａ
ＬＴたちと英語活動してみませんか。少人
数なので、ＡＬＴと深く関わることができ
ます。「英語が通じる喜び」、｢自分の思い
を英語で伝える感覚｣ を実感してください。
一人での参加も大歓迎です。
日時　４月16日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　小会議室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばACE事務局　土井
　 （☎23－5875） （19:00以降）

春の「ファミリーデイ
キャンプ」開催！ 

『家族で春のアウトドアクッキング！』
休日は自然豊かな海洋センターにお越しく
ださい！海辺でのアウトドアクッキングは
格別ですよ♪
日時　４月23日㈰（日帰り）
時間　10:00～15:00
場所　ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
定員　各20家族程度（先着順）
参加費　中学生以上　2,000円（税込)　

小学生・幼児1,000円（税込）
（昼食代含）

持参物　屋外での活動が中心となります。
季節に合わせた動きやすい服装をお選びく
ださい。軍手（綿100％）、水筒、帽子。 
申込方法　電話でお申し込みください。
問 ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

広報あ な ん 2017.04　26



中林観光地引網を開設します 
期間　４月５日㈬～10月上旬   
場所　北の脇海水浴場
必要人数　30人以上からお申し込み可能
所要時間　30分程度
申込方法　事前に電話またはファクスでお

申し込みください。※料金はお
問い合わせください。

問 中林漁業協同組合（☎22－0509・FAX22
－0843）へ※受付8:30～15:30

富岡さくら祭り
恋人の聖地で春のひとときを過ごしません
か。夜桜も楽しめます。
日時　４月１日㈯　15:00～
※雨天の場合は中止
場所　牛岐城趾公園（富岡町）
内容　お茶会、ステージイベントほか
問 富岡商店街協同組合（☎22－1684）へ

第12回阿南市合唱祭
日時　４月23日㈰ 14:00～（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）※入場無料
出演団体　▶阿南合唱団▶銀のすず合唱団
▶那賀川童謡を歌う会▶野の花コーラス
▶ベルゲンブリューダー▶アンサンブルひ
まわり▶ブルースカイ合唱団▶少年少女合
唱団の8団体　特別ゲスト　ハーモニー佐
古（平成28年度おかあさんコーラス徳島
県代表として全国大会出場）
問 阿南市合唱祭実行員会　松村
　 （☎22－3719）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。６月号の締め切りは４月28日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

募集訓練科　
▶溶接加工科（６カ月）
訓練期間　６月２日㈮～11月29日㈬
▶電気設備技術科（７カ月）
▶住宅リフォーム技術科（７カ月）
訓練期間　６月２日㈮～12月27日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　４月３日㈪～５月８日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

阿南少年剣道教室
少年少女剣士募集

見学大歓迎 ! 体験入部できます。お気軽に
お問合せください。
対象　幼稚園年長～※学年･男女問わず
練習日　毎週火、金曜日　19:00～21:00
練習場所　阿南市武道館（大潟町）
費用　月2,000円※入会金2,000円
指導者　剣道連盟阿南支部の先生方
問 阿南少年剣道教室 館長　須藤
　 （☎090－8975－2660）へ

徳島県母子家庭等就業自立支援センター
就業支援講習会 

対象　母子家庭の母および父子家庭の父
（配偶者の暴力により、親と子で避難をし
ている等、婚姻の実態は失われているが、
やむを得ない事情により離婚の届出を行っ
ていない方を含む）ならびに寡婦
※定員に満たない場合は、母子家庭および
父子家庭の子も受講できる場合あり
科目・申込締切日　
▶介護職員初任者研修（5月22日㈪）
▶医療事務講習（6月27日㈫）
▶日商簿記3級講習（7月13日㈭）
▶パソコン講習
昼間・ワード検定（4月27日㈭）
昼間・エクセル検定（5月22日㈪）
夜間・ワード、エクセル（5月29日㈪）
土日・ワード、エクセル（7月11日㈫）
▶就職支援セミナー
場所　徳島県立総合福祉センターほか
受講料　無料（テキスト代等は必要）
問 （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 （☎088－654－7418）へ

羽ノ浦少年剣道教室
少年少女剣士募集

体験・見学大歓迎♪初めは、剣道の基本稽
古で１時間くらいからですので、いつでも
見学に来てください。女性の指導者もおり
ますので、女の子も大歓迎です。お気軽に
お問い合わせください。
対象　幼稚園年長～小学６年生まで
※学年、性別は問いません。
練習場所　羽ノ浦中学校　武道館
練習日　毎週火、金曜日
練習時間　19:00～　　会費　月2,000円
※稽古着、防具などの貸出があります。
問 羽ノ浦少年剣道教室　加藤
　 （☎090－4971－3239）へ

パソコン学ぶ君上級講座
（パソコン教室）

マイクロソフトオフィス スペシャリスト
（MOS）のWord2010の資格取得ができ
るスキルを身に付けよう！Wordが終わっ
たらExcel をします。※要申込
開催日　４月～開講
毎月第１、第２、第４土曜日　9:30～11:30
場所　羽ノ浦公民館
講師　庄野政彦（MOS資格取得　Word 

2010 Excel 2010 Expert）
参加費　１回500円　　持参物　パソコン
問 羽ノ浦公民館（☎44－1120）または
庄野政彦（☎090－2780－3200）へ

杜のホスピタルコンサート100回
記念　スペインギターコンサート

日時　４月20日㈭　14:00～
場所　杜のホスピタルＯＴホール
演奏　大道正樹　※入場無料
問 杜のホスピタル　リハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

三間家住宅
見学会

旧福井村の村長・郡議会議員を務め、また
徳島銀行の前身である富岡無尽合資会社の
設立にかかわった三間知賀氏が大正２年に
建築した住宅から歴史的価値や地域の発展
について学ぼう！
日時　４月２日㈰　10:00～11:30
場所　福井町中内15番地
※駐車場は、約30台確保しています。係
員の指示に従ってください。
問 アトリエ　Ｕ　一級建築事務所
　 （☎44－6363）へ

新入・若手社員の
ためのビジネス
マナー徹底
トレーニング
企業人としての意識付けと、仕事をするうえ
で基盤となるビジネスマナーを徹底トレー
ニング。さまざまなビジネスシーンを想定し、
その場に応じた感じの良い応対の実習を中
心に学びます。お客さまの印象に残るワン
ランク上の接遇応対ができるようなります。
日時　４月10日㈪　10:00～16:30
※12:00～13:00は昼休憩
場所　商工業振興センター２階
講師　アソシエイト・ゆう
　　　代表　大仲希美子さん
参加費　会議所会員　１人3,000円
　　　　会員外　　　１人6,000円
※テキスト、昼食、消費税を含む。
定員　40人（先着順）
申込締切日　４月３日㈪
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

平成29年度
国家公務員採用試験（４月受付分） 

問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

試　験　名 受付期間 第１次
試験日

●院卒者試験、大卒程度試験

総合職 院卒者 10日㈪まで 4/30㈰大卒程度
一般職（大卒程度） 7日㈮～19日㈬ 6/18㈰

専
　
門
　
職

航空管制官

12日㈬まで 6/11㈰

法務省専門職員
（人間科学）
財務専門官
国税専門官
労働基準監督官
皇宮護衛官
（大卒程度試験）
食品衛生監視員

●高卒程度試験

海上保安学校学生
（特別）

インターネット

5/14㈰7日㈮まで
郵送または持参
4日㈫まで
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かもだ岬温泉保養センター

〈４月の休館日〉
３日㈪、10日㈪、17日㈪、24日㈪
問 かもだ岬温泉保養センター
　 （☎21－3030）へ

健康いきいき情報
 献血にご協力ください（４月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

	 9日㈰ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00〜12:00
13:00〜16:30

27日㈭
㈱シャイネックス 大潟町 10:00〜11:00
新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

～春です！ウオーキングを始めませんか？～
阿南健康完歩マップ・積立貯筋通帳を活用しましょう！
平成17年度から「生き生き市民の元気になるなるウオーキング」をキャッチフレーズに、
阿南健康完歩マップと積立貯筋通帳を配布して、体力づくりと健康維持を呼びかけてい
ます。

●阿南健康完歩マップ
市内に設定された16カ所のウオーキングコース（１コース10㎞）や、初心者でも安心
して歩けるよう、コース周辺にあるトイレや休憩所の位置などを紹介。

●積立貯筋通帳
各コースを完歩するごとにスタンプを１回押し、120スタンプためて満期になると健康
増進の認定証と記念品が贈られます。（※あなん健康増進ロードは２巡で１スタンプ）
満期の総距離は、四国八十八箇所を徒歩で巡った距離（約1,200㎞）と同じです。

●通帳、マップ、スタンプ設置場所　各公民館、住民センター、保健センター

問 保健センター（☎22－1590）へ

平成29年度予防接種のお知らせ
予防接種名 対　　　　　　　象　　　　　　　者 接種場所

Ｈｉｂ感染症
生後２カ月から生後60カ月（５歳）に至るまでの間にある方

委
託
医
療
機
関　

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

小児の肺炎球菌感染症
Ｂ型肝炎 生後２カ月から生後１年に至るまでの間にある方
ＢＣＧ 生後３カ月から生後１年に至るまでの間にある方

四種混合
（ジフテリア・破傷風・百日せき・ポリオ） 第 1 期 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方

不活化ポリオ 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
水痘（水ぼうそう） 生後12カ月から生後36カ月（３歳）に至るまでの間にある方

MR（麻しん風しん混合）
第 1 期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間にある方

第 2 期 平成23年４月２日から平成24年４月１日生まれの方
（いわゆる年長児に相当）　※平成30年３月31日まで

日本脳炎

第 1 期 生後６カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
第 2 期 ９歳以上13歳未満の方

特　例
対象者

平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの方は１期、２期共に
20歳まで接種できます
平成19年４月２日から平成21年10月１日生まれの方は１期、２期共
に９歳から13歳まで接種できます

ジフテリア・破傷風二種混合（DT） 第 2 期 11歳以上13歳未満の方
ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

中学校１年生から高校１年生相当の女子
※平成25年６月から積極的な接種勧奨を差し控えています

※三種混合が完了できていない場合は、四種混合による接種を勧めています。
※転入および予診票を紛失された方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちのうえ、保健センターへお越しください。
問 保健センター（☎22ー1590）へ

総合型地域スポーツクラブ　サンアリーナスポーツクラブ　会員募集
募集期間　３月28日㈫～平成30年２月28日㈬　　活動期間 ４月１日㈯～平成30年３月31日㈯
年会費　高校生以上4,200円（継続者は3,200円）、中学生以下1,800円　※活動費（月額）も必要です。
申込方法　申込書（スポーツ総合センター備え付け）を提出してください。
申込み・問い合わせは　阿南市スポーツ総合センター（☎22−2300）へ　※平日9:00～17:00　月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■スポーツ総合センター（対象：一般男女）
プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス 水・木（隔週）・金曜日　13:30 ～ 17:00 フルコース2,000円／月４回コース900円／月10回コース1,500円
健康ソフトテニス 水・金曜日　9:30 ～ 12:00 フルコース2,000円／週２回コース1,600円／週１回コース1,000円
卓球 平日（休館日以外）13:00 ～ 17:00 フルコース2,000円／週４回コース1,000円／週１回コース500円
エアロビクス 火曜日（場合により木曜日）13:30 ～ 14:30 フルコース2,000円　

■阿南工業高等学校体育館（対象：小学２年生～中学生）
プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

ジュニア男子バレーボール 火・金曜日　18:30～20:00 900円
※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外の全てのプログラムで活動できます。
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●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ親子で気軽にお越しくだ
さい。
日時　４月15日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城ク二リック病児病後児保育専用
　 坂東（☎ 080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

４月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

13日㈭　はじめまして　よろしくね
19日㈬　園庭開放
20日㈭　助産師による育児相談
    　　　身体計測
27日㈭　お誕生会
◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

11日㈫　みんなで遊ぼう
13日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み
    　　　聞かせ
18日㈫　防災公園へお散歩
20日㈭　子育て講座
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

11日㈫　みんなで遊ぼう
18日㈫　３Ｂ体操
25日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

◇４月７日㈮から開所します。

  7日㈮　いっしょにあそぼう
14日㈮　パネルシアター
21日㈮　こいのぼりを作ろう
25日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
 11日㈫、18日㈫、28日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

  ◇4月5日㈬から開園します。

（※＝要予約）
  7日㈮　高齢者とのふれあい会※
10日㈪　発育計測・健康相談
14日㈮　修子さんの英語であそぼう
17日㈪　発育計測
18日㈫　親子でおやつ作り※
19日㈬　ファミサポさん「にじいろ阿南」
21日㈮　ミュージックケアー幼児※
24日㈪　こいのぼり製作
25日㈫　ミュージックケアー乳児※
26日㈬　お誕生会
28日㈮　おはなしコロリン

※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日9:00～16:00

４月になると、いろいろな場面で自己紹介をする機会があります。ある学校で、次のよ
うなことがありました。
先生が、自己紹介のきっかけにしようと、「自分のいいところを５つ書いてください」
と子どもたちに紙を配りました。ところがほとんどの子どもが、１つ、２つ書いたとこ
ろで手を止めてしまいました。遠慮せずに好きに書いていいと言っても、子どもたちは

「あかんところ書くのは簡単やけど…」と言ってなかなか書けません。仕方がないので「家
に帰って聞いてごらんなさい。おうちの人に聞いたらわかるから」といって宿題にしました。
ところが、子どもたちがおうちの人に聞いても、なかなか５つ書くことができません。
中にはだめなところを並べあげ「反省しなさい」としかられる子もいました。
だめなところはついつい目につきますが、いいところは意識しないと気づきにくいもの。
ほめることが苦手という人は、時々ボーッと「うちの子のいいところ５つ言ってみよう
かしら」なんて考えてみたらいいですよ。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ −いいとこ探し−

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　12日㈬　桑野公民館
　　　19日㈬　加茂谷公民館
　　　26日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
７日㈮、11日㈫、14日㈮、18日㈫、
25日㈫、28日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

●ファミリー・サポート・センター会員になりませんか
子育てをお手伝いしてほしい、経験を生かして子育てのお手伝いをしたい、
子どもが大好き！阿南ファミリー・サポート・センターはそんな皆さんと
地域の子育てを応援します。

ファミリー・サポート・センター事業とは
育児をお願いしたい会員に対して、育児を応援したい会員を紹介し、代わ
りにお迎えや託児をしてもらうなど、地域における子育てをする環境づく
りを支援している阿南市委託事業です。

会員になるには
依頼会員　０才から小学６年生までの子どもを預かってほしい阿南市に住所、職場がある方
提供会員　保育に熱意があり、阿南市在住の方。無料講習があります（必須）
両方会員　預けたり預かったりの両方を兼ねてできる方

登録方法
会員登録は無料です。写真２枚と印鑑をお持ちのうえ、阿南ファミリー・サポート・センターへお越しください。
問 阿南ファミリー・サポート・センター（☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

て ひ ろば育子
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生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・飼い犬
が変わったときなどは届け出が必要です。

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

４月 地区 時　　間 場　　　　　所

６
日
㈭

羽
ノ
浦

9:30～ 9:50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:00～10:10 羽ノ浦分団第５班消防詰所
10:20～10:30 明 見 集 会 所
10:40～10:50 岩 脇 選 果 場
11:00～11:20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00～13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30～13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00～14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

７
日
㈮

羽
ノ
浦

9:30～ 9:50 春 日 野 中 央 公 園
10:00～10:20 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー
10:30～10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50～11:10 羽 ノ 浦 神 社
13:00～13:10 野 神 児 童 公 園
13:20～13:30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:40～13:50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:00～14:10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

10
日
㈪

福　

井

9:20～ 9:40 福 井 駅 前
9:50～10:00 福 井 南 小 学 校

10:10～10:20 長 谷 川 バ ス 停
10:40～10:50 椿 地 集 会 所
11:00～11:20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:30～11:40 大 宮 八 幡 神 社
13:00～13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40～14:00 福 井 教 育 集 会 所
14:10～14:20 湊 集 会 所

11
日
㈫

桑　

野

9:30～ 9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
9:50～10:20 山 口 分 館

10:30～11:00 川 西 集 会 所
11:10～11:40 桑 野 駅 前
13:00～13:30 浦 の 内 集 会 所
13:40～13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00～14:30 大 地 橋 西 詰
14:40～15:00 成 松 集 会 所

13
日
㈭

長
生
・
大
野

9:30～ 9:50 西 方 大 将 軍 神 社
10:00～10:10 三 倉 玉 泉 寺
10:20～10:40 明谷コミュニティセンター
10:50～11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20～11:30 長 生 隣 保 館
13:00～13:20 下 大 野 八 幡 神 社
13:30～14:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:10～14:20 大 野 隣 保 館
14:30～14:40 中 大 野 教 育 集 会 所
14:50～15:00 上 大 野 八 幡 神 社

14
日
㈮

見
能
林

9:20～ 9:40 旧 才 見 分 館
9:50～10:10 中 林 町 杉 本 商 店

10:20～10:40 中 林 分 館
10:50～11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20～11:50 見 能 林 公 民 館
13:00～13:30 林 崎 正 八 幡 神 社
13:40～14:10 大 潟 分 館
14:30～15:00 津 ノ 峰 分 館

17
日
㈪

椿
・
椿
泊
・
橘

9:30～ 9:40 働 々 バ ス 停
9:50～10:00 上 地 消 防 詰 所

10:10～10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40～10:50 小 吹 川 原 バ ス 停
11:00～11:10 椿 泊 連 絡 所
13:00～13:20 鵠 分 館
13:30～13:40 海 正 八 幡 神 社
13:50～14:10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:20～14:30 橘 こ ど も セ ン タ ー 前
14:40～14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　　　所

18
日
㈫

加
茂
谷

9:30～ 9:50 お 松 権 現
10:00～10:10 水 井 集 会 所
10:20～10:30 細 野 橋 北 詰
10:40～10:50 農 協 大 井 支 所
11:00～11:10 十八女コミュニティセンター
11:20～11:40 深瀬コミュニティセンター前
13:00～13:20 楠 根 消 防 格 納 庫
13:30～13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00～14:10 熊 谷 町 集 会 所

20
日
㈭

新　

野

9:30～10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10～10:50 東 重 友 集 会 所
11:00～11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00～13:20 久 田 橋 東 詰
13:30～13:40 新 野 西 小 学 校
13:50～14:10 農 協 徳 信 集 荷 場
14:30～14:40 新 富 集 会 所
14:50～15:10 生 谷 バ ス 停

21
日
㈮

那
賀
川

9:30～ 9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00～10:10 芳 崎 市 瀬 商 店
10:20～10:40 今 津 浦 集 会 所
10:50～11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20～11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00～13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30～13:40 小 延 日 吉 神 社
13:50～14:00 島 尻 厳 島 神 社
14:10～14:20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14:40～14:50 古 津 八 幡 神 社

24
日
㈪

那
賀
川

9:30～ 9:50 東とくしま農協西原出張所
10:00～10:10 大 京 原 会 館
10:20～10:30 中 島 会 館
10:40～11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10～11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00～13:20 里 八 幡 神 社
13:30～13:40 中 島 郵 便 局
13:50～14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10～14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合
14:30～14:50 出 島 神 明 神 社
15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

25
日
㈫

宝
田
・
中
野
島

9:20～ 9:40 石 本 秀 松 園
9:50～10:20 宝 田 公 民 館

10:30～10:40 阿南バッテイングセンター
10:50～11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10～11:30 上 中 分 館
13:00～13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20～13:30 王 子 神 社
13:40～14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10～14:40 横 見 消 防 詰 所
14:50～15:00 横 見 児 童 遊 園

27
日
㈭

富　

岡

9:20～ 9:40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
9:50～10:10 王 子 バ ス 停 広 場

10:20～10:30 住 吉 老 人 ル ー ム
10:40～10:50 住 吉 町 住 吉 神 社
11:00～11:20 日開野コミュニティセンター
13:00～13:20 三 石 神 社
13:30～13:50 阿南青少年健全育成センター
14:00～14:20 正 福 寺 入 口
14:30～14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2日 阿 南 天 満 ク リ ニ ッ ク 上 中 町 ☎22−2299
9日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111

16日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
23日 井 坂 ク リ ニ ッ ク 津乃峰町 ☎27−0047
29日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
30日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

４月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設４月の休館日

スポーツ総合センター（温水プール） 3・10・17・24 日

那賀川スポーツセンター 5・12・19・26 日

羽ノ浦総合国民体育館 3・10・17・24 日

羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・17・24 日

県南部健康運動公園 4・11・18・25 日

４月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

５日㈬、19日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

「地域おこし協力隊」を導入して１年。３人の隊員は担当する地域に溶け込み、地元のイベントの運営に携わったり、自ら企画し
たりするなどで自身の味を出して活躍しています。４月から新たな隊員が５人加入。さて、何が生まれるか。乞うご期待。（谷内）
春の訪れを知らせる桜の花が咲き乱れる季節になりました。穏やかな風に乗って桜の花が空を舞う中、散歩するのはとても心地が
良いものです。今年も市内各地で桜まつりが開催されます。温かな春の息吹を感じに出掛けてみてはいかがでしょうか。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

４月の相談

法律相談（要予約） ６日㈭、20日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 11日㈫、25日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 28日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ５日㈬
時 13:30～16:00　所 加茂谷公民館、宝田公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 21日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ３日㈪、10日㈪、17日㈪、24日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ４・11・18・25日　時 13:00～17:00
日 14・28日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※５月の相談日は10日です。

人口と世帯数

人　口　74,788 人 （−54）
（男）	36,122 人 （−32）
（女）	38,666 人 （−22）
世帯数　30,662世帯（＋	 2）
※平成29年２月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,956人
（男）	　30,166人
（女）	　32,790人

※平成29年３月２日現在

４月の市税

■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
納期限は、５月１日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  30日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。
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地
域
住
民
の
世
代
間
交
流
を
図
ろ
う
と
、

あ
る
催
し
が
新
野
町
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
名
も
「
新
野
で
遊
ぼ
う
会
」。「
昔

懐
か
し
い
遊
び
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
」
を
テ

ー
マ
に
、
年
に
一
度
、
新
野
公
民
館
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
約

１
５
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
会
場

に
は
、
コ
マ
や
け
ん
玉
、
挟
み
将
棋
と
い
っ

た
親
子
３
世
代
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る
昔
遊

び
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
ず
ら
り
。
新
野
中
学
生

が
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
参
加
。
新
野
高

校
生
が
披
露
す
る
紙
芝
居
や
婦
人
会
に
よ
る

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
お
も
て
な
し
な
ど
、
町
を

挙
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

開
催
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

新
野
地
区
福
祉
活
動
計
画
実
行
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」。「
世
代
間
交
流
」
と
「
健
康
」
を
２
本

柱
に
計
画
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
「
新
野
で
遊
ぼ

う
会
」
だ
。

　
「
子
ど
も
、
保
護
者
、
祖
父
母
の
３
世
代
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題
を

い
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早
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阿
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
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だ
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ま
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広

報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第129回

の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
一
堂
に
会
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
昔
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
い
、
大
人
は

昔
を
思
い
出
し
た
り
、
子
ど
も
に
元
気
を
も

ら
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
温
か
い
世
代
間
の

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
同
実

行
委
員
会
委
員
長
の
石
澤
義
禮
さ
ん
（
73

歳
・
新
野
町
）。「
参
加
者
の
年
齢
層
を
み
る

と
、
小
学
校
高
学
年
の
参
加
率
が
低
い
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
趣
向
を
見
直
し
、
工
夫
し
な
が

ら
継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
意
気
込
む
。

　

会
場
を
見
渡
す
と
、
楽
し
そ
う
に
目
を
輝

か
せ
る
子
ど
も
ば
か
り
。
大
人
も
ほ
ほ
笑
み

な
が
ら
見
守
り
、
会
場
全
体
に
笑
顔
の
渦
が

広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
す
は
、
ま
る
で

一
つ
の
大
き
な
家
族
の
よ
う
。
新
野
町
を
明

る
く
温
か
い
地
域
に
し
よ
う
と
、
委
員
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
情
熱

を
注
い
で
き
た
成
果
が
、
着
実
に
実
を
結
ん

で
い
る
。

新
野
で
遊
ぼ
う
会

みんなでかごめかごめ

温かいまなざしで一手を見守る

カレーライスを頬張る子どもたち

今回は初めて紙飛行機大会を開催

広報あ な ん 2017.04　32


